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        序章　画面の向こう側

        　

        なめらかな肌が重なり合うさまを見て、鮎川あゆかわまひるはゴクリと喉を鳴らした。

        『あ、ぁっ……ソコ……イィ……ッ』

        『ふふ……ココが好きなの？』

        画面の向こうで交わされているのは高い声の睦言。脚の付け根がキュッと疼く。

        ノートパソコンの画面いっぱいに映し出されたのは、ふたつの乳房が押しつぶされて絡み合っているところ。

        まひるは大きく息を吐いて椅子の背に体を預けた。回転椅子がギシッと鳴り、黒髪のショートボブがわずかに揺れる。

        『あん、あぁんっ……！』

        見知らぬ女性の喘ぎ声を聞きながら、カットソーの裾からなかへと手を入れ、無理やりブラジャーを押し上げる。

        薄桃色の尖りを指でツン、ツンッとつつくと、すぐに硬くなった。しこったそこを指でこねれば、脚の付け根が潤んでくる。

        「んん……」

        画面上で絡み合う女体を見つめながら、それを自分の手指で再現する。

        『する』ほうがいいのか『される』ほうがいいのか、あるいは両方なのか――女性と付き合ったことがないのでわからない。

        気持ちよさそうに喘ぐ、名前も知らない女性たちを見て性的に興奮する自分はそういった欲が強いのだろうか。

        空いているほうの手をショーツのなかに――ボトムスはもともと履いていなかった――突っ込んで、秘められた箇所を探り当ててクニクニといじりまわす。

        『あぁん、ぁんっ、あぁっ！』

        「んく、ぅ……」

        ノートパソコンから聞こえる喘ぎ声に、自身のか細い嬌声が混じる。

        乳首をつまんで、淫核をひたすら擦る。自然と息遣いが荒くなる。

        「んあ、あぁっ……！」

        両脚をビクッ、ビクッと小刻みに揺らして果てを見る。

        　

        いまだに絡み合う女性たちを呆然と眺めながら、まひるはゆっくりと長く息を吐いた。

        恋愛対象が女性なのだと気がついたのは最近のことだ。

        いや、いまでもはっきりとそうなのだとは言い切れない。ただ、男性と付き合っても、どこか満たされないのだ。それよりも、こうして女性同士が肌を重ね合わせる動画を見ているほうが――少なくとも体は――満たされる。

        動画を最後まで見終わったまひるはノートパソコンを閉じて立ち上がり、本棚から書類の束を取り出した。

        （いよいよ明日から）

        自宅近くの私立幼稚園に教諭として採用され、明日が初出勤である。

        まひるはパラパラと書類をめくり、明日からの勤務に備えて最終確認をするのだった。

        

        　

        　

    

    
        第一章　美貌の先輩教諭

        　

        淡いピンクの壁に、緑色の屋根。窓枠は赤や黄、紫など虹の七色で彩られている。そんなカラフルな園舎が、まひるの職場だ。

        （あぁ、緊張する……！）

        　幼稚園には面接や書類の提出のため何度か訪れたことがあり、園長や教頭とはすでに顔見知りだが、この幼稚園で働く教諭全員と顔を合わせるのは今日がはじめてなのだ。

        ドキドキしながら板張りの廊下を歩き、教頭のうしろをついていく。いまはまだ春休み期間中なので、子供たちの姿はない。

        クリーム色の木札にひらがなで『しょくいんしつ』と書かれた部屋へ入る。

        机は向かい合わせで十台ほど並んでいる。どの机の上もよく整頓されていたが、書類が山のように置いてあった。

        「みなさん、朝礼にいたします」

        教頭が声を上げると、椅子に座って机仕事をしていた教諭たちがいっせいに立ち上がった。

        職員室の奥のほう――ホワイトボードの前の空いたスペース――で輪になる。

        教頭が二言、三言、話をしてまひるのことを紹介した。そのあとあらためて、教頭に自己紹介するよう促された。

        「本日からこちらで働かせていただきます、鮎川まひるです。精いっぱい頑張ります。どうぞよろしくお願いします」

        そうして頭を下げると、クマやウサギ、花など可愛らしい柄のエプロンを着た教諭たちは笑顔でパチパチと拍手をくれた。

        挨拶を終えると幾分か心に余裕ができた。同僚の顔をひとりひとり、端から順番に眺めていく。

        ちょうど真向かいにいる女性のところで、まひるは思いがけず目を止めた。

        （わ……すっごい美人……！）

        その女性は、ウェーブがかったライトブラウンの髪を耳の下にひとまとめにして、楚々としたようすで淡くほほえんでいた。

        二重まぶたの大きな瞳に、スッと通った鼻すじ。弓なりの眉は少しも隙がなくきれいに整っている。ふっくらとしたピンク色の唇は、遠目からでもみずみずしいのがわかる。

        まひるはその女性から目が離せなくなった。

        　

        　

        女性の名は藤高亜由美ふじたかあゆみ、二十六歳。年中クラスの副担任だ。まひるは年中クラスの補佐をすることになったので、亜由美が直属の上司――指導係ということになる。

        まひるは亜由美とふたりで、学期はじめに配布するプリントを作っていた。

        職員室の机だけでは手狭なので、教室に長机を並べて仕事をしている。数枚のプリントをひとつにまとめる、単純な作業だ。

        この数日で彼女とはすっかり打ち解けた。

        「鮎川先生、手際がよくてすごく助かるわ」

        亜由美はにこやかに言った。

        「あ、はは……そうですか？」

        まひるはプリントを重ねながらあいまいに笑い返す。

        『鮎川先生』と呼ばれるのにはまだ当分、慣れそうにない。とくに、藤高先生に名前を呼ばれるといつもドキッとする。

        （私って……面食いなのかな）

        ほかの先生に名前を呼ばれてもなんともないのに、藤高先生だけは特別なのだ。どうしても意識してしまって、少しハスキーな藤高先生の声にゾクッとあらぬところが疼くこともある。

        （だめだめ……こんなことじゃ）

        ただでさえ新人で、右も左もわからないというのに、こんなことではいけない。気を引き締めなければ。

        配布物の作成を終えたまひると亜由美は職員室に戻り、それぞれ机仕事をした。亜由美の右隣がまひるの席だ。

        ペンを動かす亜由美の右手、薬指にはピンクゴールドの指輪が光っている。

        彼女は結婚はしていないにしても、結婚を約束した恋人はいるということだ。

        これだけの美人で性格もよいのだから、そういう人がいないほうがおかしい。

        （私なんて……相手にされるわけないし。そもそも、女同士でそういうことになるわけ、ないし）

        ――いけない。またしても邪よこしまな考えに囚われている。

        まひるは心のなかで大きく首を横に振って、邪念を払った。

        　

        　

        新学期がはじまり園児たちが登園してくるようになると、業務はとたんに忙しくなった。

        元気いっぱいの園児たちに翻弄されながらも、楽しく日々が過ぎていく。

        戸惑うことも多々あったが、そういうときは藤高先生がさりげなくフォローしてくれた。

        そんなある日。

        目を真っ赤にして職員室に入ってきた亜由美を見て、まひるはギョッとする。

        どこかおぼつかない足取りで亜由美は自分の席につく。

        （どうしよう……。訊いても、いいのかな）

        まひるはしばし逡巡したあとで、

        「あの、どうされたんですか……？」

        まわりには聞こえないよう小さな声で尋ねると、亜由美は一瞬だけ困ったような顔になった。まひるは心のなかで「しまった」と後悔する。

        「ちょっと、夜更かししすぎちゃって」

        いや、そんな程度のものではない。どう見ても、泣きはらした目だ。

        しかし、彼女がそう言うのだからこれ以上は追求できない。

        （指輪が……ない）

        昨日まで、亜由美の右手――薬指にはまっていたピンクゴールドの指輪が消えている。

        ああ、そういうことかと察する。尋ねるよりも先にそのことに気がついていればと思ったが、あとの祭りだ。

        その後、亜由美は園児たちの前では明るく振る舞っていたものの、ずっと元気がなかった。

        （私にできること、なにかないかな……？）

        元気づけるなどという大それたことはできないにしても、話を聞くくらいはできるのではないかと思った。

        （……ううん。私が話を聞きたいだけ）

        そうして、彼女に近づきたいのだ。なんて打算的なのだろうと我ながら呆れてしまうが、「この機を逃してはいけない」と悪魔的に自分自身がささやいた。

        　

        　

        隣の席で帰り支度をしている亜由美に、意を決して話しかける。

        「あ、あのっ、藤高先生。その……もしよかったら、私の家で飲みませんか？」

        あまりに唐突だっただろうか。

        （でも、プライベートな話を聞き出すにはお店より家のほうがいいと思うし）

        亜由美の目の赤みはだいぶん引いていた。キョトンとした顔でまひるを見ている。

        （あっ、でも……）

        亜由美は「夜更かしして目が赤い」と言っていた。それなのに飲みに誘うのは、無粋というものだ。

        「いえ、すみませんっ……おうちでゆっくり眠りたい、ですよね……」

        まひるが目を伏せると、亜由美は「そんなことない」と言って笑う。

        「じゃあ、お邪魔させてもらおうかしら」

        いまだに赤みを残した瞳で柔らかくほほえむ亜由美はどこか儚はかなげだ。

        まひるは亜由美とふたりで園舎を出て、夕焼け色に染まる町を歩いた。

        （藤高先生と、ふたりきり――）

        こうしてふたりきりで道を歩くだけで心臓がトクトクと鳴り、落ち着かない。自分から「家で飲みませんか」と誘ったものの、いまからこんな調子では、家でふたりきりになったらどうなるのだろうと心配になった。

        自宅前に着く。築十年の二階建てアパートだ。

        「あ、ここの二階です。私の家」

        まひるが言うと、亜由美は「あら」と声を上げた。

        「ご近所さんだったのね。私の家、すぐそこなの」

        「えっ？」

        まひるは目を見開いて亜由美が指さすほうを見る。道路を挟んで二軒先にある高層マンションだ。

        目と鼻の先に亜由美の家があると思うと嬉しくなる。

        （でも、嬉しいなんて言ったら……変に思われるかも）

        まひるは感情を押し殺して、「そうなんですね」とだけ返した。

        「散らかってますけど、どうぞ」

        亜由美に部屋のなかへ入るよう促しつつ、まひるは台所へ向かった。酒とつまみの準備をする。

        週末はたいていひとりで晩酌をするので、買い物をせずとも酒の肴さかなは用意できる。

        「私もなにか手伝いましょうか」

        「いえっ、大丈夫です。私ひとりじゃ簡単なものしか作れないですけど……。でも、藤高先生はどうか座っていてください」

        「そう？」

        申し訳なさそうな顔で亜由美はソファに腰を下ろす。

        「藤高先生、ワインは飲まれますか？」

        「ええ、飲むわ」

        まひるは「よかった」と言いながらワインボトルとグラスをカウンターの上にふたつ並べた。

        玉ねぎを薄くスライスして水にさらし、生ハムと合わせてマリネを作る。それから、数種類のチーズを皿に盛りつけて、バジルとミニトマト、ソルトクラッカーを添えた。

        準備したものを横長のトレイに載せて、ソファの前にあるローテーブルへ運ぶ。

        「わぁ、美味しそう。ありがとう」

        亜由美はパチパチと小さく手を叩いて顔をほころばせた。そんな仕草のひとつも可愛らしいと思ってしまう。

        （私、へんだ……どうしちゃったんだろう）

        亜由美にはもとから好意的だったが、部屋にふたりきりというこの状況下ではよけいに彼女の存在が際立つ。亜由美はすさまじいまでの存在感を放っている。

        「の、飲みましょう」

        まひるはローテーブルの上に置いた空のグラスにワインを注ぐ。

        「藤高先生、いつもいろいろと本当にありがとうございます。乾杯」

        「ふふ、なにそれ。こちらこそ、ありがとう」

        「乾杯」と言う亜由美の口もとに色っぽさを感じながら、手にしたグラスをコツンと突き合わせる。それぞれの赤ワインがゆらりと揺れた。

        「ねえ、仕事にはもう慣れた？」

        「はい、おかげさまで」

        「そう、よかったわ」

        微笑してワインをあおる亜由美の仕草があまりにも優美で、つい見とれる。

        「……どうかした？」

        「いっ、いえ……！」

        まひるはあわてて目を逸らし、グビッと勢いよくワインを口に流し込む。

        「鮎川先生、ありがとう……。私の目があんまり赤いから、気を遣って……誘ってくれたんでしょう？」

        「え、っと……その……」

        口ごもっていると、亜由美は静かに話しはじめた。

        「じつはね、付き合ってた人に振られちゃって。……しかも、彼の浮気までわかって」

        ワイングラスを持つ亜由美の手が小刻みに震えだす。

        「私のどこがダメだったんだろうって、考えてたら……涙が止まらなくて、眠れなくて……っ」

        薄茶色の瞳から大粒の涙がこぼれ出てくる。次々とあふれて、頬を濡らしていく。

        「……っ」

        衝動的に、彼女を抱きしめたくなった。ギュッと抱きしめて背中をさすってあげたい。

        十年来の友人か、あるいは恋人ならそうしてもおかしくない。でもまだ、どちらでもない。出会ってまだ三ヶ月ほどの同僚。まだまだ、そんな――特別な間柄ではないのだ。

        「藤高先生は、悪くないと思います。どこも、悪くなんてない」

        そう言うのが精いっぱいだった。

        これが心からの言葉なのだと伝えたい。

        まひるは真剣な表情を崩さなかった。

        亜由美と見つめ合う。

        必死さが伝わったのか、亜由美は潤んだ瞳を優しげに細めた。

        　

        　

        「――そうっ、そうなの！　わかってくれる!?　鮎川先生っ」

        ふたりでどれだけ酒を飲んだことだろう。

        夜が更けるころには亜由美はすっかり酔っ払って、まひるにしなだれかかっていた。

        「わ、わかり、ます……！」

        亜由美の白いブラウスのボタンは上から三つほどが外れていた。「お酒を飲んでいるから暑い」と言って胸もとを緩めてしまったのだ。

        谷間がのぞいた状態で、抱きつくように身を寄せられ、酒のせいだけではない動悸に襲われる。

        「う、うぅ……あゆかわせんせいぃ……」

        亜由美は猫なで声を出して頭を擦りつけてくる。

        この数時間で彼女との距離が――物理的にも精神的にも――グッと近づいたような気がする。それが、酒の力を借りた一時のことだとしても幸せだ。

        亜由美の体を抱きしめ返すべきかどうか迷う。彼女の柔らかさを知ってしまったら、取り返しがつかなくなりそうで怖い。

        まひるは亜由美の腕にそっと手を置き、触れるか触れないかの加減でポン、ポンッと軽く叩くだけにした。

        明け方になると、亜由美は話し疲れたのか眠り込んでしまった。

        ソファで猫のように丸くなって眠る亜由美に毛布を掛けて、まひるはそのかたわらに座り込んだ。

        彼女が寝ているのをいいことに、ジロジロと無遠慮に観察する。

        ライトブラウンの長い髪はくしゃくしゃになってソファの座面に散っていた。それでも、髪の一本一本にツヤがあるものだから、そうした髪の乱れにも淫靡さを感じる。

        伏せられた長いまつ毛はまだ少し涙に濡れていた。泣き疲れて眠った幼子のようにも見えて、心の奥をくすぐられる。

        （ああ……やっぱり……）

        好き。

        愛しい。

        さわりたい――。

        これまで抑え込んできたせいか、無防備に眠る彼女に対してそういった感情や欲望が瞬く間にふくれ上がった。

        はじめは亜由美の容姿に惹かれた。

        なにもかもが洗練された彼女に理想的な大人の女性像を見て憧れを抱いた。

        ――でも、彼女はカンペキではなくて。

        笑えば幼く見えるし、失敗だってする。

        好きな人に振られれば、泣きはらして愚痴を言って、子どものように眠ってしまう。

        （私なら絶対、藤高先生を悲しませない）

        困らせるようなこと、泣かせるようなことは絶対にしない。

        だって、好きな人にはいつだって笑っていてほしいから。

        まひるはそっと亜由美の髪を撫でた。見た目通り、とてもなめらかだ。ウェーブに沿って指を滑らせて髪の毛を梳く。亜由美が起きる気配はまったくない。

        さわりたいという欲求がどんどん募っていく。

        ほんのりと赤い頬を指でそっとつつく。すべやかな感触を愉しみながら、指を唇のほうへと走らせた。

        みずみずしい薄桃色の端に人差し指を這わせる。

        すると、とたんに肉欲が増した。

        その唇を、無性に貪りたくなった。

        そんなことをしてはいけないという理性と、これだけ泥酔していればわかりっこないという甘えがひしめき合い、葛藤する。

        亜由美に顔を近づけては思いを改めて遠のく。その繰り返しだ。

        聞こえてくるのは規則正しい寝息。

        眠りはきっと深い。

        ほんの少し唇を合わせたくらいでは、きっと目覚めない。

        （指でさわっても、起きなかったんだし）

        思考はどんどん欲に忠実になって、理性を失い、甘えだけが残る。

        亜由美の顔の高さまで身をかがめる。間近で見ても彼女の肌はきめ細やかだ。

        彼女の唇に、自身のそれを近づける。距離が縮まるにつれ、心臓がバクバクと激しく脈を打つ。

        触れるか触れないかのところだった。

        「――えっ？」

        接触したのはきっと、髪の毛ほどの厚み。

        それでも、彼女は目覚めてしまった。

        驚きに見開かれた彼女の瞳を見れば、キスをしたことは完全に知られているとわかる。

        自分の鼻息が荒かったのか、あるいはちょうど眠りが浅かったのか。

        彼女が目覚めてしまった原因を探っても、事実は消えない。

        亜由美は戸惑いをあらわに身を起こし、手持ち無沙汰に乱れた髪の毛を耳にかけた。

        まひるはというと、カーペットに座り込んだまま動けなかった。

        石膏を塗りつけて固められてしまったかのように、手も足も口も動かない。

        「わ、私……帰るわね」

        ぎこちない笑みを浮かべて亜由美は立ち上がり、早足に玄関へ向かう。

        ――見送ることすら、できなかった。

        鉄扉が閉まる音だけが虚しく響く。

        同時に、目から水粒がこぼれ落ちた。

        まひるはあわてて涙を拭う。

        ――だって、泣きたいのはきっと藤高先生のほう。

        （困らせるようなこと、私はしないって……思ってたのに）

        欲に負けて、とんでもないことをしでかしてしまった。

        亜由美の、驚愕しきった顔が脳裏にこびりついて離れない。

        この過ちで、あらゆる信頼を失ったことだろう。

        まひるは両手で顔を覆い隠した。

        これから、いったいどんな顔をして出勤すればよいのだろう――。

        

        　

        　

    

    
        第二章　ロング・バケーション

        　

        休日になにをしていたのか思い出せない。

        いや、きっとなにもしていなかった。

        ひたすら思い悩み、早々に辞表を出すべきかとまで考えた。

        寝ている亜由美にキスをした翌週――月曜日。

        まひるの気持ちとは裏腹に、空はよく晴れていた。

        （もう、梅雨明けかな……）

        雲一つない青空はすがすがしいはずなのに、そんな晴天の下でも気は沈み、いっこうに上向かない。

        とぼとぼと歩き、園舎に到着する。職員室にはまだだれもいなかった。

        （藤高先生に……きちんと謝るべきだよね？）

        机に向かって事務作業をしながらも、頭のなかはそのことでいっぱいだ。

        ――勝手にキスをしてごめんなさい。ほんの出来心だったんです。

        謝罪の言葉を思い浮かべたあと、まひるは「はあぁ……」と大きなため息をついた。

        （私は同性愛者です、って言ってるようなものだ……）

        勝手にキスをしたこと。

        女性が好きなのだということ。

        それを、彼女はどう思うだろう。

        机の上に両肘をついて頭を抱えていると、

        「おはよう」

        うしろから声を掛けられ、ビクッと肩を弾ませる。

        おそるおそる振り返ればそこには笑顔の亜由美がいた。

        まひるはしばし惚けたあとであわてて「おはようございます」と返す。

        書類の整理をするふりをしながら、微笑したまま自分の席につく亜由美を盗み見る。

        「鮎川先生、来週の保護者参観についてなんだけど――」

        プリントを片手に持ち、もういっぽうの手で印字された文字を指さしながら亜由美が話しかけてきた。

        「は、はい」

        まひるは彼女のほうを向き、うなずきながら説明を聞く。

        （あれっ……？　なんだか、いつもどおり……？）

        亜由美の声を、こうしてまたすぐそばで耳に入れることができるなんて、幸せだ。

        先週の失態をすっかり失念して、まひるは亜由美の声を存分に堪能する。

        「わからないことがあったら、遠慮なく訊いてね」

        「はい、ありがとうございます」

        まひるは口の端を上げて、亜由美の顔を見る。

        （……ううん、違う）

        湖面に大きな石を落としたように、心が波紋する。

        ――目を、合わせてもらえない。

        亜由美は書類に視線を落としたまま、机に向き直ってペンを動かしはじめた。

        まひるはのろのろと前を向き、茫然とする。

        （やっぱり、嫌われてる……！）

        話しかけてくれたのは、『仕事で仕方なく』に違いない。

        まひるは机の上で両手を組み合わせた。そうしていなければ、手の震えを抑えられなかった。

        　

        　

        それからまひるは亜由美とふたりきりになるのを避けるようになった。

        それが、せめてもの配慮だと思ってのことだ。

        （嫌いな人とふたりきりになんて、なりたくないだろうから）

        これ以上、彼女に嫌な思いをさせたくない。

        そうしているあいだに幼稚園は夏休みに入り、亜由美と顔を合わせること自体がほとんどなくなった。夏休みのあいだは園児がいないので、教諭は曜日を決めて交代で出勤する。

        まひるは亜由美と出勤日がかぶらないようにしていた。

        この夏休みはいい機会だと思う。

        （どうか、忘れてくれますように）

        キスをしたあの日のことを、彼女が忘れてくれたらいい。

        せめて、もとの『同僚』というポジションに戻りたい。

        （――なんて、自分勝手）

        謝罪もなしに「忘れてほしい」と願うなんて都合がよすぎるのだが、謝る勇気が出ないのだ。

        幼稚園への出勤日が減って自宅にいることが多くなったまひるは、リビングのソファに座れないでいた。

        学生のころに買った、クリーム色の小さなソファ。

        そこに横たわって眠っていた亜由美を、ソファを見るたびに思い出してしまう。

        まひるは自身のショートボブをぐしゃぐしゃに乱して苦悶したあと、すっくと立ちあがった。

        （映画でも観に行こう）

        家にいても気が沈むばかりだ。気晴らしに出掛けようと思い立ち、身支度をして自宅を出る。

        平日にもかかわらず電車内は混んでいた。どの学校も夏休みの真っただ中だ。若者の姿が目につく。

        ほんの少し前まで自分自身もそのひとりだった。それが、遠い昔のように思える。

        人ごみの向こうにある窓をぼんやりと眺める。駅に近づいてきたらしく、電車は失速して風景はゆっくりと流れていく。

        （社会人として成長してるって思えていたらきっと、こんな……虚しさは感じないんだろうな）

        成長どころか、さっそく失敗してしまった。

        いつまでも後悔していても埒が明かないのに、解決策が見つからない。なにもかもうまくいく方法があったら教えてほしいなどと思うのは、甘えた考えなのだろう。

        まひるはキュッと唇を引き結んで電車を降り、まっすぐに映画館へと向かった。

        なにを観るのか決めずに家を出てきてしまったので、映画館に着いたはいいがチケットは買えずにいた。

        上映中の映画のポスターを見ながら、どれにしようかと思い悩む。

        五分ほど、そうして迷っていたと思う。

        「あ――鮎川先生……？」

        突如、声を掛けられたまひるはドキンッと大きく胸を鳴らした。声がしたほうを振り返る。

        顔をそちらへ向ける前から、だれに話しかけられたのかわかっていた。彼女の声は、忘れようと思っても忘れられるものではない。

        「藤高、先生」

        呼び返したものの、そのあとに続く言葉がない。

        亜由美は真っ白なワンピースを着ていた。スカートの裾は膝のやや上にある。職場で見るものとは違う服装だ。

        清楚で、可憐で、麗しい。

        この真っ白なワンピースをうまく着こなせる女性はそうそういない。

        「映画、観にきたの？　……ひとり？」

        動揺しながらも「はい」と返事をする。

        「偶然ね、私もなの。……せっかくだから、一緒に観る？」

        まひるはすぐには声を発することができなかった。

        コクコクと何度もうなずくことで同意を示すと、どことなく硬かった亜由美の表情が和らいだような気がした。

        （私……嫌われてるんだよね？）

        同じ職場の義理で、一緒に映画を観ようと誘ってくれたのだろうか。あるいは、彼女はもうあのことを気にしていないのだろうか。

        さまざまな憶測が頭のなかを飛び交うものの、答えは出ない。

        「なにを観る？」

        「まだ、決めていなくて……」

        「じゃあ、あれにしない？　面白いって評判らしいの」

        亜由美は華奢な人差し指でカウンターの上の電子掲示板を指し示した。見たところ、外国を舞台にしたサスペンスだ。

        「そうですね」

        受付でそれぞれチケットを買う。ポップコーンとジュースを持ってシアターのなかへ入った。

        亜由美と並んで座り、映画がはじまるのを待つ。

        （……なんだか、不思議）

        これは現実なのだろうか。もしかして夢かもしれないと思い至り、ボトムスの太もものあたりを力いっぱいつねった。痛かった。

        （夢じゃ、ない）

        もはや、義理だろうが社交辞令だろうが関係ない。たとえどんな理由でも、亜由美のそばにいるというだけで幸せだ。

        そうして気がつく。自分がどれだけ亜由美に恋い焦がれているのかを。

        手も肩も、少しも触れ合っていない。それなのに熱を感じる。異常なまでに彼女を意識している。

        上映がはじまったあとも、まひるは隣にいる亜由美のことばかり気になって、内容どころではなかった。

        　

        「――面白かったね」

        「は、はいっ」

        まひると亜由美は連れ立って映画館を出た。映画を見終わったら別れるのだろうと思っていた。

        「お腹空いたね。ごはん……食べる？　一緒に」

        まひるはピタリと足を止め、そのまま固まった。

        「……イヤ、かな」

        亜由美は申し訳なさそうな顔になって目を伏せる。

        「いいいっ、イヤなわけないです。ぜひ、ご一緒させてくださいっ」

        両手に握りこぶしを作ってそう言うと、亜由美は安心したのか柔らかくほほえんだ。

        亜由美の案内で飲食店に入る。この店はきっと、夜は居酒屋だ。カウンター席以外はすべて個室だった。カウンターの向こう側の棚にはずらりと酒が並んでいる。

        テーブルを挟んで亜由美と向かい合う。掘りごたつなので、足が痛くなることはなさそうだ。

        それぞれノンアルコールのカクテルを注文して、乾杯する。そのあとはパスタランチを食べた。

        その間、話したことといえばもっぱら、幼稚園での仕事について。さっき見た映画の話でなくてよかった、とまひるは心のなかで安堵する。

        食事を終え、すっきりと片づいたテーブルの上にはコーヒーがふたつ載っている。

        こちらから呼ばないかぎり、店員はやってこないだろう。

        神妙な面持ちで亜由美が話しはじめる。

        「あのね……鮎川先生とは、ゆっくり……きちんと、話をしなくちゃと思ってたの」

        とたんにまひるは緊張した。のんびりとコーヒーの飲んでいる場合ではなくなった。

        手に持っていたコーヒーカップをソーサーに戻して、正面を見据える。

        「鮎川先生の家で、お酒を飲んだときのことだけど」

        緊張しているのか、彼女の唇はわずかに震えていた。

        「あのときは、急に……帰ってしまって、ごめんなさい」

        亜由美が頭を下げる。まひるは、どうすればよいのかわからない。

        「私、びっくりしちゃって……でも、少しも嫌じゃなかった自分に、いちばんびっくりしてるの」

        ――嫌じゃ、なかった？

        聞き間違いではないかと、自分の耳を疑った。

        まひるが目を丸くしているあいだも、亜由美は話し続ける。

        「それから、私……あんなふうに愚痴ってばっかりで、情けなくなちゃって……。本当、ごめんなさい！」

        テーブルの上に頭をぶつける勢いで亜由美が首を垂れる。

        「いえっ、そんな……！」

        まひるはテーブルの上に両手をついて身を乗り出す。

        「私は、その――お話を聞けて嬉しかったです。藤高先生ことが、もっと知りたかったから……。それに、謝るのは私のほうです。いきなり、あんなことして……っ」

        まひるは涙声で、絞り出すように「申し訳ございませんでした」と言った。

        深みのある茶色いテーブルをひたすら見つめる。顔を上げることができなかった。

        テーブルの上に置いたままにしていた両手に、柔らかな手のひらを重ねられる。

        「驚いたけど、嫌じゃなかったの。本当よ？」

        必死に堪えていたものが目からこぼれ落ちる。

        まひるはぼろぼろと涙を流しながら、ゆっくりと顔を上げた。

        ――期待しても、いいのだろうか。

        一方的に想うばかりではないのだと。

        「私っ……藤高先生のことが、好きです」

        彼女の唇に触れる前に、言わなければいけなかった言葉。臆病だったばっかりに、いまのいままで伝えることができなかった。

        どういう『好き』なのか、彼女はわかってくれただろうか。

        これまで、亜由美のことを意識しないようにしなければと思えば思うほど好きだという想いは募るいっぽうだった。

        亜由美はハンドバッグからハンカチを取り出してまひるに差し出した。

        「あ、ありがとうございます……」

        淡いピンク色のハンカチを受け取り、目尻の涙を拭く。鼻は、ズビッとすするだけにした。

        「あの、ハンカチは……洗ってお返しします」

        「いいの、気にしないで。泣かせたのは私なんだし」

        「そんなこと……！」

        亜由美はまひるの手もとにあったハンカチをそっと取り上げる。そのまま、ハンカチを胸に押しつけた。

        「私も、鮎川先生に惹かれてる。彼と別れてまだ間もないのに……いけないわよね」

        まひるは瞳を潤ませたままぶんぶんと首を横に振る。

        ――『いけない』のは、藤高先生ときちんと話をしようとしなかった私のほう。

        亜由美は眉間にしわを寄せて言葉を継ぐ。

        「そんな自分が嫌になって……でも、ずっと迷ってた」

        しばしの間があった。

        言うのをためらっているようだった。

        「私ね、じつは……恋愛対象は男性だけ――じゃ、ないの」

        彼女の頬が赤みを帯びる。

        「……って、いまさらね。鮎川先生のことが気になるって、先に言っちゃったから」

        照れたように笑う彼女は可愛らしい。

        「わ、私……恋愛対象は……その、男性じゃない――です。……いまさらですけど」

        まひるが告白すると、亜由美は何度か瞬きをしたあとで口の端を上げ、冗談めかして「知ってる」と言った。

        

        　

        　

    

    
        第三章　想い、想われ

        　

        自宅から徒歩数分のところにあるショッピングモールのエントランスで、まひるはそわそわしながら亜由美を待っていた。

        （ちょっと、早く来すぎちゃったな）

        約束の時間まであと二十分ほどある。

        亜由美に「買い物に行こう」と誘われたのは一昨日の夜のこと。彼女に会えるのが嬉しくて、今日が楽しみで――太陽が昇るよりも早く目が覚めた。

        家にいても落ち着かなかったので、早めに待ち合わせ場所に来たというわけである。

        「――まひるちゃんっ」

        声がしたほうを振り返る。

        亜由美がこちらへ向かって駆けてくる。

        「ごめんね、おまたせ……っ」

        「いえっ、そんな！」

        まだ待ち合わせの時間よりもだいぶん早いのに、亜由美は走って来てくれた。

        （私がここで待ってるのが、見えたからかも）

        走らせてしまって申し訳ないと思ういっぽうで、喜んでいる自分がいる。

        胸に手を当てて「すう、はぁ」と息を整える亜由美に、まひるは「先にどこかで休憩しますか？」と訊いた。

        「ううん、平気。ありがとう」

        行きましょう、と付け加えて亜由美は歩き出す。

        「はいっ」

        まひるは亜由美のななめうしろを歩く。

        （これって、デートなのかな）

        女同士でもそれが成り立つのならば、きっとそうだ。

        そう思うと心が躍った。歩いているだけでも楽しい。

        「ランジェリーショップに行ってもいい？」

        「はい」と返事をしながら亜由美を見る。白いフリルレースが胸もとをＶの字に覆ったブラウスと、柿色のスカートを履いている。

        （今日もオシャレ）

        亜由美はスタイルがよいのでなにを着ても似合う。加えて、服のセンスもよい。雑誌にモデルとして載っていても不思議はないくらいの美貌だ。

        ランジェリーショップに着くと、亜由美は新入荷の下着を真っ先にチェックしていた。

        ヴィヴィットな色のピンクやレッドなど、華やかで目を引く下着がずらりと並んでいる。

        ふたりはランジェリーショップでいくつか下着を買ったあと、カフェに入った。

        さまざまな種類のパフェが売りの、こぢんまりとした店だ。カウンター席に並んで座る。

        「どれにしようかしら」

        亜由美はウキウキとしたようすでメニューを眺めている。そうして瞳を輝かせているさまは少し幼く見える。ほほえましい。

        悩む亜由美のかたわらで、まひるもまた「うーん」とうなる。

        Ａ４サイズのメニュー表にびっしりと、数ページに渡ってパフェの写真が載っている。このなかからひとつ選ぶというのは、なかなか難儀だ。

        そうしてふたりで悩み迷うこと十分弱。

        亜由美はラズベリーパフェを、まひるはキャラメルパフェを注文した。

        もっと変わったパフェもあったのだが、初回ということでひとまずスタンダードなものに落ち着いた。

        店員が運んできたパフェを、それぞれ胸の前で手を合わせて「いただきます」と言って食べはじめる。

        「ん、クリームが濃厚で美味しい。……亜由美さんのは、どうですか？」

        そう呼ぶのにはまだ少し違和感があった。

        「すっごく美味しい！　はぁ、ほかのパフェも気になってきちゃった。でも、一日にふたつも食べるのはさすがに……」

        ふたたび悩みだした亜由美を見てまひるはほほえむ。それから、彼女の名前を呼んだ気恥ずかしさを紛らわすため、忙せわしなくパクパクと生クリームを口へ運んだ。

        互いのことは名前で呼び合おうと決めた。プライベートで『先生』をつけて呼ぶのは変だという話になったからだ。

        まひるは亜由美と、名前で呼び合える関係になったことが嬉しかった。

        チラリと横を見る。彼女と目が合った。

        「まひるちゃん、クリームついてる」

        細長い指が伸びてきた。口の端についていた生クリームを拭われる。

        亜由美は指で掬い取った生クリームを自分の口へと持って行って、ペロリと舐め上げた。

        指を舐める彼女は妖艶で――あらぬことを想像してしまう。

        とたんに、頬に熱がこもった。

        真っ赤になったまひるを見て亜由美はきょとんとする。

        しだいに彼女の頬も赤みを帯びる。

        「ごっ、ごめんなさい……！」

        亜由美はうつむいて、赤くなった頬を指でかいた。

        「まひるちゃんの口についてるクリームが美味しそうで、つい――……って、私、なに言ってるんだろ」

        しまいには顔を両手で覆ってしまった。恥ずかしそうだ。

        「たっ、食べましょう？　アイスが溶けちゃいます」

        たっぷりの生クリームの下にあるバニラアイスをスプーンでつつく。

        「そ――そう、ね」

        それからふたりは互いに前を向いたまま黙々とパフェを食べ進めた。

        　

        　

        幼稚園は夏休みが終わると繁忙期に入る。秋はとにかく行事が多い。準備に追われ、毎日が慌ただしく過ぎていく。

        秋が深まるころ。

        運動会を明日に控え、まひると亜由美は倉庫で備品の整理をしていた。

        「うちの幼稚園は運動会もすごいのよね」

        困ったようなほほえみを浮かべて亜由美が言った。『すごい』ぶん、準備と運営が大変だということだ。

        赤いコーンを倉庫の外へ運び出したり、玉入れで使う玉の数を数えたりと地道な作業をふたりで続ける。

        あたりが暗くなってきた。今日は残業必至だ。

        倉庫のなかで、ふとうしろを振り返ったときだった。

        「ぶっ！」

        「きゃっ」

        すぐうしろに亜由美がいることに気がつかず、彼女の肩にぶつかってしまった。

        「ごめんなさいっ、大丈夫!?」

        亜由美は慌ててまひるの顔をのぞき込む。

        「だ、大丈夫です。すみません、ちゃんと見てなくて」

        「ううん」

        顔と顔のあいだにはほとんど距離がなかった。

        陽が沈み、薄暗くなった倉庫でふたりは無言で見つめ合う。

        彼女の瞳がキラキラと輝いているような――そんな錯覚に陥った。

        その瞳が、よりいっそう近づいてくる。いや、こちらが吸い寄せられて近づいているのかもしれない。

        長いまつ毛が伏せられる。

        まひるも、目を閉じる。

        重なった唇は柔らかくて。

        以前、一方的にしたものとはまったく違った。

        幸福感が、どこからともなく込み上げてくる――。

        　

        　

        運動会、遠足、ハロウィンなど秋の行事が終わり一段落すると、早めの忘年会を兼ねた打ち上げが催された。

        居酒屋の個室には教諭全員が集まった。

        無事に亜由美の隣を確保したまひるはホクホクしながらビールを飲む。

        「鮎川先生と藤高先生って、ほんと仲良しですよね。お休みの日も一緒に買い物とか行かれてるんでしょ？　ああ、おふたりともご自宅が近いんでしたっけ」

        向かいにいる教諭のひとりに言われた。

        ドキッと胸が鳴る。

        「そうなんです～！」

        酔っ払っているのか、亜由美はそう言いながらまひるの腕をつかんで引き寄せた。

        彼女の、柔らかく豊満な胸が腕に当たっている。

        まひるはあいまいに笑ってやり過ごすことしかできなかった。

        二次会はなく、居酒屋で解散となる。

        家同士が近いまひると亜由美は自然な流れで同じ帰路についた。

        夜道を歩きながら世間話をする。

        「私、まひるちゃんと仲が良いって言われて嬉しかったの」

        亜由美は夜空を見上げて言った。

        「でも……まひるちゃんにとっては、迷惑だった……？」

        最後のほうは消え入りそうな、か細い声だった。

        まひるは立ち止まって亜由美のほうを向く。

        「まさか！　そんなこと、ありえませんっ！　ただ、あのときは……その……」

        つい、亜由美の胸もとを見る。

        すぐに逸らしたものの、視線に――不埒な考えに、気づかれてしまったかもしれない。

        「……ねえ、私の家で酔い覚まししていかない？」

        髪の毛を耳にかけて、所在なげに亜由美は言う。

        「もっと、まひるちゃんと一緒にいたい」

        強い風が吹いて、いましがた亜由美が耳にかけたばかりの横髪がひらひらとなびいた。

        「はいっ。ご迷惑でなければ……ぜひ、お邪魔させてください」

        「よかった……。じゃあ、行きましょう？　こっちよ」

        手を取られ、亜由美の自宅があるほうへと誘われる。

        握り合わせた手が熱いのは、お酒を飲んでいるせいか、あるいは緊張しているからか。理由は定かではないが、手に汗をかいてしまいそうだった。

        （わぁ……ここって、一等地だよね）

        高台にある、オートロック付きの高層マンションだ。

        エントランスはとても広く、トイレやエアコン、ソファとテーブルが設えられたフリースペースまである。

        華やかで煌々としたエントランスを抜けてエレベーターに乗り、十階へ。

        目的の階につくと、亜由美は廊下を歩きながらまひるに話しかけた。

        「いまは一人暮らしなんだけど、半年前まで両親と一緒に住んでいたの。父が退職して、郊外で畑仕事をしたいって言いはじめて……母と一緒に悠々自適のセカンドライフを送ってるわ」

        まひるは「そうなんですね」とあいづちを打つ。

        ファミリータイプのマンションだから、「もしかしたらご家族のかたがいらっしゃるかも」と身構えていたが、そうではなくて少し安心したのと同時に、妙な緊張感が湧き起こる。

        「お邪魔します」

        固い声音で言いながら玄関で靴を脱ぐ。廊下、リビング、キッチンともにあまり物がなく、すっきりと片づいていた。

        「素敵なお部屋ですね」

        「そう？　なんにもないでしょ。最低限必要なもの以外全部、両親が持って行っちゃったの。あ――どうぞ、座って」

        まひるは黒い革のソファに腰を下ろす。

        キッチンにいた亜由美がトレイにティーカップを載せてやって来た。

        「ハーブティーだけど、飲める？」

        「はい、大好きです。ありがとうございます」

        まひるはさっそく、香り立つハーブティーを啜った。外は肌寒かったから、温かいハーブティーが身に染みる。

        「美味しい……」

        まひるが破顔すると、亜由美は嬉しそうに口角を上げて隣に座った。彼女もまたティーカップに口をつける。

        「はぁ、温まる。朝晩は寒くなってきたものね」

        「そうですね。私、寝相が悪くて朝いつも布団がどっかに行っちゃって。寒くて目が覚めます」

        「ええっ？」

        亜由美はほほえんだまま「風邪、引かないようにね？」と言った。

        （ふたりで眠ったら、温かいんだろうな……）

        ふとそんなことを考えてしまったあとで、まひるは心のなかでぶんぶんと首を横に振る。

        （変なこと、考えないようにしなくちゃ）

        寝ている亜由美にキスをしてしまった前科がある。もう、あのような――勝手なことはしないと、固く決めている。

        「ねぇ……お風呂、入っていく？」

        考え事をしていたまひるは、亜由美の提案に「はい」とふたつ返事をしてしまったあとで、パチパチと瞬きをした。

        「……っえ、あ――……お、お風呂……ですか？」

        亜由美は伺うような表情でこくっとうなずく。

        「……一緒に、入ろう……？」

        ドクッ、と大きく心臓が脈打つ。

        （いっ、一緒に――お風呂っ!?）

        それは、お互いに裸になるということ。

        彼女の体を見て、自分も体を見られるということ。

        想像しただけでのぼせてしまいそうだった。

        「……イヤ？」

        亜由美が小首を傾げる。まひるは唇を引き結び、無言で首を左右に振った。

        「よ、よろしくお願いします」

        そう言うのもなんだかおかしい気がするが、ほかに言葉が見つからなかった。

        「じゃあ、お風呂の準備をしてくるわね」

        亜由美はそそくさと立ち上がり、リビングを出て行った。

        まひるは唇を一文字にしたまま彼女を待つ。

        （待ってるだけじゃなくて、お手伝いしたほうがいいのかな）

        そう思って立ち上がったものの、浴室がどこにあるのかわからず、リビングを出ることができない。はじめて来た家なのだ。勝手に歩きまわるのはよくない。

        リビングのなかをうろうろしていると、亜由美が戻って来た。

        「お待たせ。行きましょ？」

        コクコクとうなずくことしかできなかった。自分の頬が熱を持っているのがわかる。

        ぎこちない動きでまひるは亜由美のうしろを歩く。

        脱衣所も、ほかの部屋と同じく必要なものしか置かれていなかった。

        互いに壁のほうを向いて服を脱ぎはじめる。

        手がもたつく。自分の服を脱ぐだけで精いっぱいだった。

        やっとの思いで裸になる。チラリと亜由美のほうを見ると、彼女はすでに一糸まとわぬ姿になっていた。

        亜由美の体をよく見たいという煩悩にさいなまれたが、勝手にジロジロと見てはいけないという道徳心が待ったをかけて、結局はうつむくことになる。

        下を向いたまま浴室のなかへ行き、亜由美に倣ってかかり湯をして湯船に浸かった。

        「お風呂も、広いですね」

        あらぬほうを向いて言うと、

        「そうね。バスタブの広さがこのマンションの売りだったみたい」

        バスタブはじゅうぶん足を伸ばせる広さだが、まひるは体操座りをしていた。反対側には亜由美がいる。

        湯は透明だ。膝を抱えて体操座りをしていなければ、胸や下半身が丸見えになる。

        「私――先に体を洗っちゃうわね」

        「は、はいっ」

        ザバッと音を立てて亜由美が湯から上がる。

        風呂椅子に座って髪や体を洗いはじめた亜由美を、まひるは必死に見ないようにする。

        ザアァ、というシャワーの音、ポンプを押す小さな音すら耳に届く。ひどく敏感になっている。

        ――見たい。いや、見てはいけない。

        まひるはギュッと固く目をつむった。目を開けていたら、顔が勝手に亜由美のほうを向きかねない。

        まひるがなんとかして堪えていると、浸かっている湯面が揺れた。

        うっすらとまぶたを持ち上げれば、体を洗い終わったらしい亜由美がいた。まひると同じく体操座りしている。

        「まひるちゃんも、どうぞ？　ボディタオルはそこにあるピンク色のを使ってね」

        「はいっ……」

        くるりと体を回転させて、亜由美に背を向けてからバスタブを出る。そのままカニ歩きして風呂椅子に腰掛けた。

        シャワーハンドルをひねり、頭を洗いはじめる。

        髪の毛を洗い終わって目を開けると、鏡越しに亜由美と目が合った。まひるは目を見開いたまま固まる。

        （みっ、見られてる……！）

        とたんに恥ずかしくなったが、このままなにもせずにいたら不自然なので、ボディタオルを手に取り石けんを泡立てる。

        （なんだ……私も、しっかり見ておけばよかった）

        後悔したものの、いまさら彼女のことをジロジロ見るのもどうかと思う。

        正面にある鏡は曇り止めが施されているらしく明瞭だ。亜由美がこちらを見ているのがよくわかる。

        胸や、下半身の秘めたところをタオルで擦るのが、なんとなく恥ずかしい。自慰を見られているような心地になる。

        （――って、私……意識しすぎだよっ……）

        まひるは目をつむることで邪念を振り払って、勢いよくシャワーハンドルをひねって泡を落とすのだった。

        　

        　

        入浴を終え、ふたりでリビングに戻る。

        （あぁ……亜由美さんの匂いがする）

        着替えがなかったので、亜由美にすべての衣服を借りた。

        シャツとボトムスと、それからショーツだ。ブラジャーは、彼女のほうが圧倒的に胸が大きいのでサイズが合わない。

        亜由美の服からは花のような香りがした。洗剤の匂いに違いないのだが、脳が『亜由美の香り』として認識している。彼女に包まれているような、あるいは一体になったように思えた。

        （こんなこと、絶対に言えない。完全に変態だ）

        自己嫌悪していると、

        「今夜……泊まっていく？」

        不意に尋ねられ、まひるは「はいっ!?」と声を裏返らせた。

        「まひるちゃんがよければ、だけど……」

        亜由美の頬は赤い。まひるも、つられて顔に熱がこもる。

        「わっ、私は……もちろん、大丈夫です。お世話になります」

        ペコリと頭を下げると、亜由美は「ふふっ、律儀ね」と言って笑った。

        「じゃあ……ベッドに、行く？」

        もともと心臓はバクバクと大きく鳴っていた。亜由美のその一言で、ドックンと大仰に脈を打つ。

        返事をすることができずうなずく。彼女に連れられて、寝室へ。

        亜由美は寝室の明かりをつけなかった。カーテンは開けっ放しなので、真っ暗というわけではない。

        ふたりはもつれ合うようにしてベッドへなだれ込む。

        仰向けに寝転がるまひるの上に、亜由美が乗っている。

        亜由美の小さな手が、胸のふくらみをそっと撫でた。まひるはくすぐったくなって肩をすくめる。

        つい先ほどまで、なんとかして煩悩をかき消そうとしていた。しかしいま、その必要はないのではないだろうかと考えをあらためる。

        （だって、亜由美さんも――）

        なまめかしく眉根を寄せて、性欲をあらわにこちらを見つめてくるのだ。

        求められているのならば応えたいし、なにより彼女に尽くしたい。

        亜由美に向かって手を伸ばした、そのとき。

        トゥルルルル、と大きなコール音が響いた。

        音がしたほうを見る。ベッド脇の丸テーブルの上に置いてある、固定電話の子機が高らかに鳴っていた。

        亜由美は電話に出ようとしなかった。

        しばらくするとコール音が切れた。しかし、またすぐに掛かってくる。その繰り返しだった。

        「……あの、出なくて大丈夫ですか？　私のことは、お気になさらず……どうぞ」

        まひるが促すと、亜由美は「ごめんなさいね」と言いながら子機に手を伸ばした。身を起こし、「はい」と言って電話に出る。

        『あぁ、やっと出てくれた。俺だけど』

        電話口から男の声が漏れ聞こえた。さっきまでとは違う胸の動悸に襲われる。

        （もしかして、亜由美さんの元カレ……？）

        聞いてはいけない話かもしれないと思いながらも、まひるは動くことができない。亜由美は膝に乗ったままだ。

        「なんの用？」

        亜由美は冷然と言った。

        電話口から、『ヨリを戻さないか』というような内容が聞こえてくる。

        まひるは亜由美の顔をただ見つめていた。ドクドクという心臓の音が頭にまで響いてくるようだった。

        「私、大切な人ができたの。またあなたと付き合うことは絶対にない。あなたにはなんの未練もないの。どうぞ、新しい彼女と末永くお幸せに」

        亜由美はきっぱりとそう言って電話を切り、子機をスタンドに戻す。

        「……ごめんね。イヤな思い……させたよね」

        亜由美はいまにも泣き出しそうな顔をしている。

        「い、いいえ……っ！」

        肘をついて上半身を起こし、亜由美と顔を突き合わせる。

        尋ねるべきか、やめておくべきかとしばし迷う。

        「亜由美さんの大切な人って……私、ですか？」

        思い切って尋ねると、亜由美は驚いたように目を丸くした。

        「そうに決まってるじゃない」

        ふにゃりとほほえみ、まひるの背中に腕をまわす。

        温かくて、柔らかくて、やっぱり――いい匂いがする。

        まひるはそっと彼女を抱きしめ返した。

        こうして抱き合っていると安心する。けれど同時に、不埒な欲をかき立てられる。胸に当たる彼女のそれを、どうしても意識してしまう。

        （亜由美さんも、ブラ……つけてないんだ）

        胸には柔らかさしか感じない。亜由美は裾の長いワイシャツを着ていた。彼女が身につけているのはそのワイシャツと、それからショーツの二枚だけのようだ。

        自分の息が荒くなっていくのがわかる。性的に興奮してきている。

        亜由美の両手が背中を撫で上げた。それだけで妙な声が出てしましいそうになった。

        「……さわっても、いい？」

        どこに『さわる』のか彼女は名言しない。

        まひるはすぐに首を縦に振った。

        「私も――……さわって、いいですか？」

        亜由美がうなずく。まひるはホッとして表情を緩ませた。

        ほほえむまひるに亜由美は唇を寄せる。

        「んっ――……」

        彼女と交わすくちづけは、いつも触れ合うだけの穏やかなものだったが――今夜は、深くそして激しい。

        上唇と下唇を何度も食まれるので、まひるもまた亜由美の唇を食み返して柔らかさを堪能した。

        口を開けば舌が入り込んでくる。生温かなそれを絡め合わせると、ぴちゃっ、くちゅっと卑猥な水音がした。

        「ん、ふっ……んぅ」

        くちづけの合間に漏れ出る亜由美の息に全身をくすぐられ、ゾクゾクと粟立つ。

        シャツの内側で乳頭が尖るのがわかった。彼女の吐く息だけでそうなってしまうのだ。もし触れられたらどうなるのだろう。

        背中にあった亜由美の両手が、肩を通って緩慢な動きで前へとやってくる。シャツの薄布越しにふにっ、とふくらみを押された。

        「ぁっ……」

        ほんの少しの刺激でも両肩がビクンと跳ね上がる。過敏になってしまうのは、これまでずっと彼女との接触を期待していたせいだ。

        （私も……さわりたい）

        亜由美の背に添わせていた手を、脇のほうから前へ持ってきて上へ向かわせて、大きな胸をそっと持ち上げる。

        「……んん」

        吐息まじりの声を耳に吹き込まれる。性欲を煽られたまひるは亜由美の胸をめちゃくちゃに揉みまわしたくなったが、いきなりそんなふうにして嫌がられたくないので、グッと堪えて慎重にふくらみを手のひらで覆った。

        つかんだ乳房を、ワイシャツごとゆっくりと揉みまわす。

        「ぁう、んっ……」

        呼応するように亜由美もまひるの胸を揉む。

        お互いに敏感な尖りには触れず、ひたすら円を描く。

        「はぅ、ん……亜由美さん……っ」

        「んん……、まひるちゃん」

        呼び合うだけでも胸の奥がキュッと疼いて温かくなる。下半身には熱い蜜が溜まっていく。

        （亜由美さんも、同じなのかな……？）

        同じ反応をしてくれていたら嬉しい。

        まひるは両手を少しずつ左右に動かすことで彼女の尖りを探る。

        いただきはすぐに見つかった。ワイシャツの生地越しでもよくわかるほど、亜由美の乳頭は尖りきっていた。

        「尖って、ますね……？」

        指摘すると、亜由美は恥ずかしそうに「ンン」とうなった。

        「まひるちゃんだって」

        亜由美はまひるの胸を見下ろし、ふたつの尖りを親指と中指でキュッとつまんだ。

        「あ、ぅっ」

        もうずいぶんと前から尖っていたそこを、二本の指でクニクニと揺さぶられる。シャツ生地越しでも、そうしていじられると感じてしまう。

        「私に指でつままれるの、気持ちいい？」

        「ん、んぅ……きもち、い」

        まひるは「はぁ、はぁ」と大げさに息をしながら亜由美を見た。うっとりとしたようすでほほえんでいる。

        「ち、直接……さわって、ください」

        ほとんど無意識にそう言っていた。彼女の微笑を見ていたら、自然と口走っていた。

        「あら……。もう、がまんできなくなっちゃったの？」

        まひるはコクコクとうなずく。

        「じゃあ、自分でシャツをめくってみて……？」

        優しく、甘い声音で命令される。

        まひるはすぐにシャツの裾をつかみ、首のあたりまでめくり上げた。

        胸をさらすのは恥ずかしいという気持ちはあったけれど、先ほど風呂場で見られてしまっていたので、いまさらだと開き直った。

        亜由美はほほえみを崩さずまひるの乳房を見つめる。

        そうして見つめられているだけでも、彼女の視線で胸が焦がれてくる。

        「まひるちゃん……本当、可愛い」

        大きく息をついて、亜由美は両手でまひるのふくらみをつかみ、ピアノの鍵盤を叩くように指を動かした。

        「んぁ、あぁ……っ」

        仕事中に亜由美がピアノを弾くときはきっと、今日のことを思い出すだろう。彼女の手に卑猥さを感じて下半身を湿らせないよう、気をつけなければならない。

        指が前後することで小躍りするまひるの乳頭を亜由美は無遠慮に間近で眺めた。硬くしこったそこをつまみ、引っ張り上げる。

        「ぁんっ！」

        唐突に触れられ、つい大きな声が出る。もっと焦らされるものと思っていた。

        つままれた乳頭は右へ左へと引っ張りまわされる。

        「ぁん、あぁっ……ん、あんぅっ！」

        柔らかな指先で触れられるだけでも気持ちがよかった。グルグルと円を描くように引っ張って刺激され、次から次に嬌声があふれ出る。

        「やん、んうぅ……んっ、はぁん……！」

        「はぁ、まひるちゃんの喘いでる声……イイ。私も、興奮しちゃう」

        「ん、ぇっ……？」

        亜由美の口からそんな言葉が出たのが衝撃的で、息を呑む。

        彼女は清廉潔白で、いつもどこか気品に満ちあふれている。性欲なんてないのではと思っていたほどた。

        （私だけじゃ、ないんだ）

        興奮を覚えているのは自分だけではないとわかり、いっそう肉欲が募る。

        「亜由美さんっ……」

        まひるは彼女の唇を塞ぎ、舌を割り入れた。上あごや下あごを舌でレロレロと蛇行させる。

        「んっ……ふぅ、んん」

        乳頭をつまむ亜由美の指先に力がこもった。故意ではないのかもしれない。

        乳首はたとえ強くつままれても、痛みを感じない。快感のほうが勝る。

        口をすぼめて亜由美の舌を吸う。ちゅうっ、という水音が卑猥さを助長する。

        「は、ぁんっ……まひるちゃ、んぅっ……！」

        唇同士が銀糸を引いてゆっくりと離れた。

        亜由美は悩ましげに眉根を寄せて身をかがめる。

        一口大の果物を食むように、亜由美はまひるの乳頭をパクッと口のなかに入れた。

        「ふ、あぁっ！」

        快感が電流さながらビリビリと体を駆け巡り、脳天を突き抜ける。

        「気持ちぃっ……んん、んぁうぅっ……!!」

        先ほど亜由美の舌を吸ったから、その仕返しのつもりなのか、じゅううっと乳首を吸い立てられた。

        そのあとは舌先で素早く四方になぶられる。

        「あっ、ぁっ、あぁッ……！」

        まひるがピクン、ピクンッと小刻みに両肩を揺らしていると、

        「乳首、敏感なのね……？」

        湿った乳頭からほんの少しだけ口を離して亜由美は言った。

        熱い吐息に薄桃色のつぼみを撫でられたまひるは下半身をヒクつかせたあとで唇を震わせる。

        「あ、亜由美さんが……えっちな舐め方、するからぁっ……！」

        泣きそうな顔になってまひるが言うと、亜由美は申し訳なさそうに、艶っぽく笑った。

        「だって、まひるちゃんの乳首……美味しいんだもの。甘い甘い、飴玉みたい……」

        そうして亜由美はふたたび口を開けて、濡れそぼったまひるの棘を口に含む。

        「やぁ、んん……！」

        か細く高い声で啼いて、まひるは背を丸める。

        身悶えしながらつかんだのは、亜由美の乳房。ワイシャツごとぐにゃぐにゃとまさぐる。

        彼女の胸のいただきが尖るのがわかったので、そこをこちょこちょとくすぐった。

        「ンン、ンゥッ……」

        甘いかすれ声で亜由美がうなる。そうしてうなり声を上げられると、彼女の口腔が震えて微振動し、薄桃色の尖りを揺さぶられて快感に拍車がかかる。

        「あ、はぁっ……ん、んっ！」

        まひるはガクリとうなだれて、亜由美の耳もとに顔を寄せる。

        「わ、私――亜由美さんのおっぱいが……見たい、です」

        「ん、っ!?」

        亜由美の肩が跳ねる。

        「見て、さわって、舐めまわしたい……っ」

        懇願すると、亜由美は長く息を吐き出しながら上半身を起こした。

        「……どうぞ」

        頬を赤くしながらも、妖しげなほほえみをたたえて亜由美は両手をシーツの上について無防備になる。

        まひるはゴクッと喉を鳴らし、自身の胸をさらしたまま亜由美のワイシャツのボタンに手をかけた。

        緊張と情欲で心臓がばたつく。そのせいで、手をうまく動かせない。

        ひとつひとつ、じっくりとボタンを外していく。

        亜由美の胸の谷間があらわになると、よけいに興奮した。

        縦に通る一筋の卑猥な溝を見つめながら両手を動かす。

        すべてのボタンを外し終えた。乳房はまだ全体像が見えない。

        胸の上に乗っかっているだけのシャツを指でつまみ、左右に避ける。

        思わず身を乗り出す。まひるは食い入るように亜由美の乳房を見つめた。

        薄暗い部屋のなかでも亜由美の存在が光り輝いているようだった。

        ふたつのふくらみが、まるで神聖なもののようにそこに鎮座している。どこか神々しくて、触れるのがためらわれる。

        たっぷりとしたふくよかな乳房に、ツンッと凛々しく上を向いた乳首がくっついている。

        目にしているだけで快感の極みを味わってしまうのではないかとさえ思う。それくらい、亜由美の乳房には性欲を刺激される。

        「おっきくて、きれい……」

        無意識に本音を漏らすと、暗がりでもわかるほど亜由美は頬を赤く染め上げた。

        そんなようすがまた、たまらない。

        まひるは短く息を吸って、魅惑的なふくらみに両手を伸ばした。脇腹のほうからそっと触れる。ワイシャツ越しにそうするのとは、感触が大きく異なる。

        「なめらかで、柔らかいです」

        求められてもいないのに感想を述べて、亜由美の乳房をタプタプと揺らす。

        「ぁ、あぁん……」

        目を細めて悶える彼女をしげしげと眺めながら、まひるは乳房の張りと柔らかさを満喫する。

        薄桃色の尖りきった屹立にすぐにでもかぶりつきたくなったが、こっそりと深呼吸をすることで自身をなだめ、たわわな実を丁寧に揉み込む。

        「ふぁ……っ、あぁ……！」

        これならいつまででも揉んでいられる。感触はもちろん、亜由美のなまめかしい表情と声が加われば、乳房をもてあそぶのが愉しくて仕方がない。

        しかし、先に彼女のほうが音を上げる。じれったそうに身をくねらせ、口を半開きにして上目遣いでこちらを見つめてくる。

        （乳首、いじられたいのかな）

        きっとそうだ。ふくらみの先端を強調するようにして亜由美は肩を左右に振っている。

        まひるは鮮やかなピンク色の乳輪を指先でスリスリと擦る。

        「ひぁ、あ……っ」

        亜由美の眉間に小さなシワが寄る。じれったそうだ。

        乳輪をかたどるように指を動かすと、彼女の眉間のシワが深くなった。

        （亜由美さん、ちゃんと感じてくれてるみたい）

        まひるは愉悦を覚えながら、薄桃色の尖りに指を登らせた。

        「はぅんっ……！」

        亜由美の頭と体がビクリと揺れる。乳首に触れられるのを待ち望んでいたものと思われる。

        触れた乳頭は硬く、押すと頑なに指を弾く。

        亜由美が乳首をいやらしく尖らせているのが嬉しくて、まひるは夢中で彼女の乳頭をなぶりまわした。

        「ぁ、あっ、あぁああっ……！」

        亜由美の嬌声が大きくなってくる。まひるは勢いに乗り、凝り固まった薄桃色のいただきを親指と中指でつまみ引っ張り上げた。指の腹で丹念に擦り合わせると、亜由美はますます声を大きくしてよがった。

        「ひゃあぁ……ッ、あぅっ……ぅんんっ」

        亜由美のなまめかしい息遣いを感じながら身をかがめ、魅惑的な棘のひとつを舌先でつつく。

        「ぁんっ！」

        驚いたように彼女の体が跳ね上がり、豊満な乳房がタプッと弾む。

        「舐めるの、だめ……ですか？」

        伺いを立てると、亜由美はか細い声で「だめじゃ、ない」と答えた。

        まひるは口角を上げて、あらためて舌を出して亜由美の乳首を根もとからてっぺんまでベロリと舐める。

        「はふっ……」

        亜由美の両脚がピクピクッと小刻みに震える。彼女の脚の付け根がどうなっているのかとても気になったが、まずはこの硬く可愛らしい乳首を愛でるのが先だ。

        指でするのと舌でするのでは感覚が異なる。舌で触れるほうがいっそう、乳頭のしっとりとした感触を愉しめる。

        自分の唾液が彼女に付着するだけでも悦楽を覚える。彼女のそこが自分のものになった気分になる。

        まひるは舌先を短いスパンで左右に振って、乳首の根のあたりをくすぐった。

        「やぁん、ぁんっ……！　あぁ、それ……ぃやぁっ……！」

        亜由美は「イヤ」と言いながらも、「もっと」とねだるようにまひるの背に手を添えた。

        背中に感じる温かな彼女の両手を心地よく思いながらまひるは懸命に舌を動かす。

        ふたりともが内股をモジモジと擦り合わせはじめる。

        亜由美の乳首を舐めしゃぶるだけで下半身が潤みを増してくる。焦れてくる。

        「あぁ、もぅ……たまらない……！」

        観念したというような調子でそう言って、亜由美は両脚を左右に開いた。薄紫色のショーツは真ん中のところだけ色が濃くなっている。亜由美が大いに感じているという証拠だ。

        まひるは顔を上げて、亜由美のショーツの染みを指でたどる。円に添ってグルグルと指を這わせると、亜由美は「ひぁ、あぁあっ」と甲高い声で喘いだ。

        「まひるちゃんも、ぁん……脚を広げて、見せて……っ」

        首を小さく縦に振ってから、亜由美に見せつけるように脚を開くと、すぐにその中心を指でつつかれた。

        「まひるちゃんのも、湿ってる」

        嬉しそうにほほえむ亜由美に、ちゅっとくちづける。どうしようもなく、キスがしたくなった。

        舌を絡め合わせながら互いのイイトコロを指で擦る。ショーツの上からするのではすぐに物足りなくなって、端からなかへと指を入れた。亜由美も、同じようにじかに秘所に触れてくる。

        「あぁ、ぁんっ……気持ちいぃよぉ……っ！」

        猫撫で声で亜由美が言う。

        亜由美のショーツのなかに潜り込ませた指で淫核をなぶる。勢いあまって指が下にずれる。蜜口はよく濡れていて、指先が愛液で濡れる。

        ぬめり気を帯びた指でふたたび豆粒をつまむ。

        「ひぁあああぁっ！」

        亜由美は絶叫して両膝を震わせる。

        彼女の指先が自分とまったく同じ動きをした。膣口に浅く潜り込み、蜜を絡め取られて肉粒をつままれる。

        まひるも、亜由美と同じように「あぁぁんっ!!」と高らかに喘いだ。

        ――したいし、されたいし、ふたりで気持ちよくなりたい。快感を共有したい。

        快感を生む珠玉をそれぞれ必死に擦り立てる。互いを高め合う。

        「あぁああ、も――んぅう、イク……ッ!!」

        嬌声混じりの宣言に合わせてまひるも快楽を極めた。

        指先で触れているところ、触れられているところがビクビクと痙攣する。ふたりで同時に果てを見た。

        抱き合って、ベッドに横たわる。

        「はぁ、はぁ」という息遣いが耳に心地よい。

        ふたりの息が整うころ、

        「ねぇ……夏になったら海へ行かない？」

        唐突に誘われた。

        まひるはすぐに「いいですね」と答える。

        「プライベート・ビーチがあるの。ふたりきりよ」

        そう言って亜由美は満面の笑みを浮かべる。

        「そうなんですか？　ますます楽しみになりました」

        まひるもつられて笑顔になりながら、ふと考える。

        （亜由美さんって、もしかしてお嬢様？）

        このマンションだって高級の部類だし、ましてプライベート・ビーチとなればいよいよ、彼女の実家はお金持ちなのだとわかる。

        「確かにお嬢様っぽいな」などと頭のなかで納得していると、

        「……ごめんね。ずっと先の約束をしちゃって」

        このときの、どこか哀愁を感じさせる彼女の笑顔が、とても印象的だった。

        

        　

        　

    

    
        終章　いつも一緒に

        　

        頬を撫でる風が冷たさを増してきたある日。

        まひるは亜由美のマンションを訪ねた。ふたりは互いの家を行き来するが、どちらかというとまひるが亜由美のマンションへ行くことのほうが多い。

        「いらっしゃい。座って？」

        「はい」

        ソファに座ると、あらかじめ紅茶の準備をしていたらしい亜由美がすぐにティーカップを運んできた。

        「いただきまーす」

        まひるはさっそく温かい紅茶に手をつける。

        亜由美が隣に座った。その表情は硬い。まひるは首を傾げながらティーカップをソーサーに戻す。

        「ちょっと……相談があるんだけど」

        思いがけずドキッとしてしまう。そういった切り出し方をされると、よくない相談なのではないかと勘繰る。

        （まさか、別れ話……!?）

        亜由美の横顔は真剣そのものだった。まひるが体ごと彼女のほうを振り返っても、少しも目を合わせてもらえないのがよけいに不安を煽る。

        「な、なんでしょうか……？」

        おずおずと話の続きを促す。聞きたくない、などと言うわけにはいかない。

        「すぅ、はぁ」と彼女が深呼吸をする。緊張感が伝わってくる。

        「この家に、引っ越してこない？」

        まひるは目を見開いたまま固まる。目をぱちくりさせていると、亜由美がゆっくりとこちらを向いた。ひどく緊張したようすで、唇を一文字に引き結んでいる。

        まひるは「あの、ええと」と言いよどんだあとで、

        「お誘いはとても嬉しいです、けど……ご迷惑に、なりませんか……？　その、ご近所さんの目が、ありますし」

        いい歳の女同士がふたりきりで住むことを、周囲に怪しまれないだろうか。

        なにより、彼女のご両親が反対するのではないかと思った。

        「私は構わない。じつは……両親にはもう打ち明けたの。うちはそういうことにけっこうオープンな家庭だから……。それに、いずれ周囲にも打ち明けるつもりでいる。まひるちゃんが、私の恋人だって」

        「……！」

        驚きのあまり声が出せなかった。

        亜由美は話し続ける。

        「でも……みんなに言うのは、私ひとりで決められることじゃ――ないから」

        彼女の瞳が潤んでいく。覚悟を、感じ取る。

        「まひるちゃんが、ずっと隠していたいって思うのなら……それでもいいの。ただ、もっと……ずっと、一緒にいる時間が欲しいなっていう――私のワガママ」

        いまにも泣き出しそうな顔になった亜由美をまひるはギュッと抱きしめた。考えるよりも先に両腕が動いていた。細い体を抱きしめて、白い首すじに頬ずりをする。

        「私もいつか、みんなに言います。亜由美さんが、私の大切な人だって」

        「ん――……ありがとう……っ、まひるちゃん」

        涙声だ。

        彼女の顔を見れば、やはり瞳は水粒をたたえていた。まひるも涙腺が潤む。

        （亜由美さんと、ずっと一緒――）

        朝目覚めればそこに彼女がいると思うと、心だけでなく体も歓喜する。

        「ふ、ふふ……」

        笑いだしたまひるに亜由美が「どうしたの？」と問いかける。

        「いえ。亜由美さんと一緒に住めるんだと思うと嬉しくて……歓びを抑えきれなくて……！　不気味な笑い声を出して、すみません」

        亜由美は「不気味なんかじゃないわ」と言ったあとで、

        「私も、嬉しい……」

        柔らかな両手に頬を覆われる。彼女の温もりが、頬から心までも染み渡ってくるようだった。

        長いまつ毛が伏せられる。まひるも目を閉じた。

        そうして視界を閉ざせば、唇の感触が如実に刻み込まれる。

        はじめは、触れるだけの軽いキス。

        物足りなくなるのはどちらが先か。

        同時か、あるいは亜由美のほうが先だ。

        互いの胸をまさぐり合いながらくちづけを交わす。どんどん、官能的な雰囲気になっていく。

        「はぁ、好き……まひるちゃん……っ」

        あまりに激しく揉みまわしたせいで、亜由美の胸もとはすっかり乱れていた。もともと首まわりが大きく開いたニットシャツだったが、ブラジャーがずれて乳輪のあたりが垣間見えている。

        彼女の淫靡なようすを目にすると、いやがうえにも肉欲をたきつけられる。

        「好きです、亜由美さんっ……！　好きすぎて、どうにかなっちゃいそう」

        愛しい彼女の体をソファに押し倒し、スカートのなかに手を入れる。

        「あっ、下はだめ……。いま、生理なの」

        「えっ!?　すす、すみませんっ！」

        まひるはパッと両手を上げ、あわてて身を起こして亜由美から飛びのいた。

        生理中はどこもかしこも過敏になり、痛みを感じることもある。だから、性的な箇所にはなるべく触らないようにしている。

        「そんなに気にしなくてもいいのに。……コッチは、さわっても……いいのに」

        胸を押さえながら亜由美が言った。

        まひるはぶんぶんと首を横に振る。

        「だめです。あとから、痛くなることもあるんですから。……がまんします」

        本当は乳首を舐めまわしたかったが、手に握りこぶしを作って自身を抑え込み、肉欲と戦う。

        亜由美のことを、なによりも大切にしたい。

        　

        　

        今年も残すところあとわずか――片手の指で数えられるほどになった。

        まひるはクリスマスを返上で荷造りに励んだ。

        亜由美は引っ越し費用を出すと提案してくれたが、それは丁重にお断りした。

        （だって、家賃は要らないって言われたし……そんな、なにからなにまでお世話になるわけにはいかない）

        引っ越しは荷運びだけを業者に依頼した。荷造りも業者がやってくれるプランがあったけれど、そうなると費用がかさむ。社会人一年目のまひるには厳しい金額になる。

        仕事のあとや休日に少しずつ荷造りを進め、クリスマス当日にほぼ徹夜で追い打ちをかけ、その翌日に引っ越しとなった。

        不用品は捨てたのだが、学生時代から住んでいたアパートにはけっこうな量の雑貨があった。

        業者による荷運びが終わると、亜由美の家の一室はダンボールで埋め尽くされた。

        「荷解きは明日にする？　まひるちゃん、疲れたでしょう」

        亜由美はまひるの目の下のクマを見ながら言った。

        「い、いえ……。大丈夫です。まだ頑張れます」

        いまのうちにできることをしなければならない。年末年始の貴重な休みを、亜由美といちゃいちゃして過ごすには必要なことだ。

        亜由美は荷解きを手伝ってくれた。装飾品類をダンボールから出しては、「これはリビングに飾ってもいい？」「あっ、こっちはキッチンに！」と積極的に動いてくれた。

        すべてのダンボールが空になるころには、亜由美の家は様変わりしていた。

        リビングにはプリザーブドフラワー、キッチンには光触媒の植物、出窓には無数のキャンドルが所狭しと飾られた。

        「あんなにスッキリしてたおうちなのに……すみません、物であふれ返っちゃって……！」

        まひるが謝ると、亜由美はあっけらかんとしたようすで笑った。

        「ううん、これくらいがちょうどいいと思う。いままで、物がなさすぎたのよ」

        亜由美は胸の前でパン、と軽く手を叩く。

        「さて、今日はもうゆっくりしていて？　まひるちゃんはなにもしなくていいからね！　ごはんの支度は全部、私がするから」

        「そんな、申し訳ないです。お手伝いしますっ」

        「いいから、いいから」

        やんわりと背を押されてソファに腰を落ち着ける。

        亜由美は鼻歌を歌いながら夕食の準備をはじめた。まひるは「ありがとうございます」と言ってそのようすを見る。

        （これから、亜由美さんとふたり暮らし……）

        心が躍り、いてもたってもいられなくなったが、料理をする亜由美をひたすら観察することで、あふれんばかりの歓喜をやり過ごした。

        　

        　

        同居をはじめて三ヶ月ほどが経った。

        風に春の気配を感じるある夜のこと。

        「ねえ、まひるちゃん。今日はわりと暖かいし、バルコニーで飲まない？」

        亜由美の提案に、まひるはふたつ返事をする。

        「いいですね！　そうしましょう」

        そうしてふたりは、バルコニーで酒を飲むための準備をはじめる。

        並んでキッチンに立ち、ワインのつまみを作る。ふだんからこうしてふたりで、分担して食事を作ることが多々ある。

        ほかの家事にしても同じだ。面倒なことでも、ふたりですればとたんに楽しくなる。

        まひると亜由美は南の夜空に面した広いバルコニーに置いてあるベンチに並んで座り、それぞれ「乾杯」と口にしてワイングラスの端と端を突き合わせた。

        ふたりのあいだに隙間はなく、肩と肩がピタリとくっついている。

        十階から見る夜景はただでさえ美しいが、こうして愛する人と身を寄せ合って眺めるといっそう格別なものになる。

        ローテーブルの上にはふたりで分担して作ったつまみがずらりと並んでいる。

        まひるはいつも亜由美が作ったものを先に食べる。いっぽう亜由美はというと、その逆でまひるが作ったものをいち早く食べるのだった。

        互いのことを想いながら作る料理にはきっと愛情のスパイスがたっぷりと注がれているに違いない。

        のんびりと世間話をしながらワインを飲み、料理を食べ進める。

        「まひるちゃんぅ……」

        夜が更け、あたりは静まり返っていた。亜由美が甘えた声で寄りかかってくる。

        「ん……。亜由美さん、あったかい」

        肩に感じる温かさが心地よい。酒の匂いと、彼女が本来持つ甘さを帯びた香りが混ざり合って、身も心も酔いしれてしまう。

        まひるは亜由美のほうを向いて、彼女の頬を撫でた。触れた頬は熱かった。酒が入っているせいだ。

        熱い頬を何度も撫でたあとで、みずみずしくふっくらとした唇を指先でたどる。

        「ふ、ぅ……ん」

        いまにも眠ってしまいそうなとろんとした表情で亜由美がうめく。彼女の衣服は一切乱れていないというのに、そうして声を漏らすだけで色っぽい。

        まひるはたまらず亜由美の唇を塞いだ。いささか性急すぎたかもしれないと思ったものの、亜由美の舌はすぐに割り入ってきた。無遠慮ではなかったようだ。

        「ん、くぅ……ふっ、うぅ……ッ」

        舌先を絡め、徐々に結合を深くしていく。根もとまで絡め合わせると少し息苦しくなるけれど、それを心地よく思う。そんな自分はマゾヒズムの気けがあるのかもしれない。

        互いの唇が銀糸を引いて離れる。ぷはっ、と言ってしまいそうになったが、それはいくらなんでもはしたないのでがまんした。

        亜由美はやはり『いいところのお嬢様』なのだと思う。言葉遣いが綺麗だし、あらゆる所作が洗練されている。聞けば、中学から大学まで女子ばかりの一貫校に通っていたらしい。

        （私も、亜由美さんみたいに……ちゃんとした大人の女性になりたい）

        成人はしているが仕事はまだまだわからないことが多いし、トラブルが起こるとあわててしまう。その点、亜由美はいつも冷静で――大人の対応をしているように見受けられる。

        亜由美はなにもかもが完璧なのだ。

        まひるは完璧な彼女の衣服を乱して、秘所をあらわにしていく。

        まずはじめは、豊かで張りのある乳房だ。

        柿色のブラウスのボタンを外す。ブラジャーは先取りの春を思わせる色だった。フロントホックを弾けば、ふたつのたわわな実が躍り出る。

        リビングから漏れるオレンジの明かりに照らされて、亜由美の乳房には陰影がついている。くっきりと際立った双乳はいつも以上に蠱惑的だった。

        壊れ物を扱うように、そっと下からつかむ。

        「ふぁ……」

        そうしてほんの少し乳房に触れただけでも、その先端がむくむくと勃ち上がり、ますます淫猥な形になる。

        淫らな尖りを両手の指で交互につつくと、亜由美は「はん、んんっ」と高い声を上げた。

        「声は、がまんしなくちゃだめですよ……？」

        バルコニーとはいえ、ここは屋外だ。亜由美の嬌声を他人に聞かれたくないという思いからまひるはそう言った。

        「う、ん……っんぅ」

        必死なようすでコクコクと何度もうなずく亜由美が可愛らしくてつい、執拗に乳首をいじめてしまう。

        まひるは指先を小刻みに素早く動かしてふたつのつぼみをなぶった。

        「ぁう、うっ……んぁあっ！」

        「声、がまんできてないですよ」

        「だって、だって……！　まひるちゃんの指、気持ちよくて……ぁう、ぁんんっ！」

        次から次へと甘い声を紡ぎ出す彼女の口に自分の唇を覆いかぶせる。

        「んんっ」とうめいて亜由美は肩を揺らす。快感をあらわに身悶えしている。

        唇を離し、大きく息をしてから片手で亜由美のスカートをめくり上げた。

        彼女は家ではスカートを履いていることが多い。そのほうが楽だからか、あるいはこうして触れられたいからなのかはわからないが、どちらにせよまひるにとっては都合がよい。

        硬い薄桃色の棘を指でグニグニと押し込みながら亜由美の脚の付け根を手探りする。そこはもう湿っていた。彼女は濡れやすいのか、キスをして乳首をいじるとすぐに淫蜜をあふれさせる。

        （でもそれは、私も同じ。……ううん、私のほうがもっと……そうなのかも）

        キスをして、亜由美の乳房を見ただけで下半身が蜜を量産しはじめる。性感帯をいじられずともそうなってしまう。

        まひるは自分の下半身がドクドクと高鳴るのを感じながらベンチから下りた。亜由美の脚を左右に広げて、濡れ染みができたショーツを凝視する。

        「ゃん……」

        乳房の下に両腕を巻き付けて、亜由美は恥ずかしそうにうつむく。彼女は胸を隠すでも、脚を閉じるでもなくただひたすらまひるに視姦される。

        乳頭はツンと尖り、ショーツの染みはしだいに濃さを増していく。

        「エッチな恰好の亜由美さんも、好き……」

        そうつぶやいて、まひるは亜由美の股間に顔を寄せた。

        若草色のショーツの、染みになっている部分に舌を這わせる。

        「ぁ、あっ……！」

        陰核と膣口はショーツ越しでもどこにあるのかわかる。もう何度、彼女の秘部を舐めたかわからない。舌でどれだけ触れても飽きないから、不思議だ。

        若草色のショーツごと、舌先で小さな豆粒を押す。左右に押しなぶる。コリコリとした感触が病みつきになる。

        「ゃんっ、それ……あぁっ、あんっ」

        ビク、ビクッと亜由美の両脚が上下に弾んでベンチを揺らす。

        「もぅ、じらしちゃ……いやぁっ……」

        焦らしているつもりはないのだが、ショーツ越しというだけで亜由美にとってはそうなのだろう。涙声でそんなことを言われるので、なんだか悪いことをしているような気分になる。

        「ごめんなさい」

        笑いながら謝って、若草色のショーツの紐を解く。亜由美は両端が紐で蝶結びされたショーツを好んで履く。理由は言わずもがな、いましがたしたように『脱ぎやすいから』だろう。

        若草色の薄布がハラリと落ちて、浅い茂みと潤んだ蜜口、それからぷっくりとふくらんだ淫芽があらわになった。

        ごちそうを目の前にしたように、唾液の分泌が多くなる。だからいつも、ゴクリと唾を飲み込んでから彼女の秘所に舌で触れる。

        まずは狭道の入り口を舌先で掠める。潤んだそこをこちょこちょとくすぐる。

        「はぅっ、あぅうっ……！」

        亜由美の腰が左右に揺れる。まひるは彼女を必死に追いかける。

        隘路の浅いところを舌でまさぐったあとはそのすぐ上の肉粒だ。唾液と、絡め取った蜜を丁寧に塗りつけていく。

        「あぁあ……っ、ふぁ、あぁッ」

        亜由美は『声はなるべく抑える』ということをすっかり失念している。まひるもまたそうだった。彼女に夢中で、ほかのことに気がまわらない。

        口をすぼめて淫核を吸う。「ちゅうぅっ」と水音が響くと、亜由美は「あぁあぁああっ！」と絶叫した。

        「きもちぃ、ですか？」

        「ん、うんっ……きもちいぃ、すごく……！　もっと、もっと……吸ってぇっ！」

        まひるは嬉しくなって、懸命に花芽を吸い立てた。その合間に舌先を上下左右に動かして珠玉をなぶる。すると亜由美はますます悦んで、長い髪を振り乱して身悶えした。

        「も、イッちゃう……！　だめ、だめ、だめぇぇっ――……!!」

        亜由美の体が大きく脈打ち、快楽を極める。まひるはこの瞬間が大好きだった。

        達成感、充足感、幸福感。そのすべてが同時に湧き起こる。

        亜由美は息を荒げ、潤んだ瞳でこちらを見つめてくる。

        「……次は、まひるちゃんの番」

        恍惚とした表情を浮かべて笑い、乳房をさらしたまま亜由美は両手を広げる。まひるはすぐに、彼女の胸に飛び込んだ。

        ベンチに横座りして、豊かな乳房に顔をうずめて甘える。すると亜由美は「よしよし」と言いながら頭を撫でてくれた。

        「はじめに、どこに触られたい？」

        「……ちくび……」

        小さな声で答えると、亜由美は「なぁに？　聞こえない」と意地悪な返事をした。

        「乳首が、いいです」

        先ほどよりも少しだけ大きな声で言った。

        それでもまだ亜由美は首を傾げるので、まひるは彼女の耳もとに唇を寄せて「ち・く・び」とささやく。

        亜由美は「んん」とくすぐったそうにうなったあとで、

        「はぁい。乳首ね」

        クスッと笑って、まひるの花柄のシャツを胸の上までめくる。

        早くさわってもらいたくて、みずからブラジャーのホックを外す。亜由美はそれをニンマリとした顔で見つめていた。

        「まひるちゃんって、意外とせっかちよね」

        「そうですか？」

        胸の上に乗っかっているだけのブラジャーはそのままに、亜由美の手が忍び込んできて手探りをしはじめた。

        「乳首は、どこかしら」

        乳輪を指でたどられる。わざとらしい手つきだ。

        「ん、んん……そこじゃ、ないです」

        亜由美の細い指先がブラジャーのなかでモソモソと動く。くすぐったくてたまらない。敏感な先端には、触れそうで触れない。

        「亜由美さんっ……んぅ、乳首に……さわってください……！」

        「ほら、やっぱりまひるちゃんはせっかちじゃない」

        「うぅ……。そう、ですね……。そうだと思います。だから、はやく」

        「なぁに、早くさわってもらいたくて認めることにしたの？」

        まひるは何度もうなずきながら、乳頭への愛撫を待つ。

        「じゃあ、さわるけど……。もう片方は、自分でさわってみて？」

        今度は大きくうなずく。亜由美からそういうふうに言われることは多々ある。

        （亜由美さん、私が自分でいじってるのを見るのが好きみたい）

        自慰を見られるのは恥ずかしいけれど、興奮に拍車がかかるのには違いなかった。

        まひるはブラジャーをめくり上げて、左の乳首をつまむ。亜由美が触れるのは右の薄桃色だ。

        夜空へ向かってキュッとつままれ、糸の長い振り子の軌跡をたどるように大きなスパンで右へ左へと揺さぶられる。

        「あっ、あぁっ……！」

        緩慢ではないが、性急というわけでもない。どちらともいえない刺激が絶妙だった。

        下半身に熱がこもる。ボトムスとショーツの向こうで、膣口からはきっと愛蜜が外へとこぼれ出ていることだろう。

        「まひるちゃん、左手が止まってるわよ？　ちゃんと動かさなくちゃ」

        「は、はぃっ……。ん、んぁうっ……！」

        家でも職場でも、亜由美にはこうして手取り足取り教えてもらうことがしばしばある。

        （さっきまで喘いでた亜由美さんとは、別人みたいに感じる）

        『淫らな指導』をしているときの彼女は、口調こそ優しいものの有無を言わせぬ気迫を持っている。まひるは決して抗わず、ひたすら従うばかりだ。

        「膝を立てて、かかとをベンチの上に乗せるの」

        まひるは震え声で「はい」と返事をして、指示通りにベンチの上でＭ字に開脚した。

        「ショーツの端っこを持ち上げて？　あぁ、乳首をいじってないほうの手を使わなくちゃだめよ」

        「は、い……っ」

        右手でショーツの端をつまみ隙間を作ると、そこから亜由美の手がなかへと入っていった。敏感な花芽と蜜口を、撫でまわすことで具合を探る。

        「んん、よく濡れてる」

        「ふはっ、あぅ……！」

        そうして少し触れられただけで絶頂してしまいそうになるのは、もはやいつものことだ。

        「まだ、だめだからね？　まひるちゃん、いつも早いんだから」

        「ぁう、ううっ……」

        濡れそぼった陰部をつかず離れずの加減で撫でたどられる。

        いったいどれだけそうされていたかわからない。亜由美はそのあいだ、まひるの顔をじぃっと観察していた。

        「まひるちゃんの、その顔……とくに好きなの」

        「ふ、ぇっ……？」

        自分がどういう顔をしているのかわからなかった。

        けれどそのことよりも、早く下半身をめちゃくちゃにしてほしいと思ってしまう。

        「亜由美さんっ、もう……だめです。お願いです、ちゃんとさわってください」

        頼み込むと、亜由美は慇懃無礼に「わかりました」と言った。

        「ごめんなさいね、いつも意地悪ばっかりで」

        まひるは首を横に振る。

        意地悪だけれど、イヤではない。

        焦れて焦れてどうしようもなくなるけれど、それがイイのだ。

        彼女の指先がようやく蜜道に沈み込む。摩擦はほとんどない。まひるのあわいは充分すぎるほど潤っている。

        「はぁ、ん……あ、うぅんっ……」

        細長い指に体の内側をかき乱される。膣壁を押すようにして暴れまわっている。彼女の細指のいったいどこにそんな力があるのだろう。

        指の激しさを反映してぐちゅぐちゅと水音が立つ。

        「あふっ、あぁっ……んぁあ、あっ！」

        喘ぎ声が止まらなくなってくるころに、亜由美はここぞとばかりに花芽をなぶりはじめる。

        過敏になっている花核を親指でグリグリと押し込まれる。

        亜由美の猛攻は続く。すっかり硬く尖った乳頭を二本の指でこねながら、もう片方の手で肉壷を乱し、淫芽を押しつぶす。

        「はぅう、うぁっ、あぁぁッ」

        まひるは息苦しそうに喘ぐ。

        性感帯を一緒くたに刺激され、気持ちがよすぎて意識がどこかへ飛んで行ってしまいそうだ。

        「もう、イきそう？」

        耳に吹き込まれるのは艶あでやかな誘いざないの言葉。

        絶頂してもよいのだという、合図。

        まひるは首を大きく縦に振る。亜由美の指の動きがとたんに素早くなる。

        「ん、んんぅ、あぁあぁあ――……っ!!」

        亜由美からの淫らな指導で愛が深まるのを感じながら、まひるは駆け足で恍惚境へ行き、その身を震わせた。

        

        　

        　

    

    
        番外編　プライベート・ビーチ

        　

        晩秋に交わした夏の約束は、まひるとずっと一緒にいたいという想いばかりが先走って取りつけた――。

        　

        遠くの空にソフトクリームのような雲が見える。

        亜由美は昇る太陽のまばゆさに目を細めながらも、その美味しそうな夏雲を眺めていた。

        隣にはまひるがいる。喜々としたようすで車を運転している。

        目的地であるプライベート・ビーチまでは電車とタクシーを使おうと思っていたが、まひるが「私が運転するのでドライブしましょう」と提案してくれた。

        「まひるちゃん、車の運転が上手なのね」

        「そうですか？　亜由美さんと一緒なので、今日はとくに気をつけてます」

        その言葉の通りまひるは安全運転だった。車通りの少ない田舎道でも、きちんと法定速度を守っている。

        「こんなに大きな車の運転……私にはちょっと、無理かも」

        まひるの愛車は四輪駆動のクロスカントリーＳＵＶだ。就職祝いで両親から譲り受けた物らしい。

        「そういえば、亜由美さんが車を運転してるの見たことないです」

        亜由美は笑顔を引きつらせる。

        「う……。私……ペーパードライバーなの」

        「ああ、それすごくわかります」

        「えっ？　それってどういう意味？」

        「だって、亜由美さんってなんだか『お嬢様』って感じだから。お付きの人が運転する車に乗っていそう。……ああ、いままさにそうじゃないですか」

        冗談めかしてまひるが言った。

        「まひるちゃんは『お付きの人』なんかじゃないわ。私の、大切な恋人よ」

        「へへ……」

        まひるは前を向いたまま照れ笑いを浮かべる。頬を赤くして、嬉しそうに笑っている。

        彼女は感情がすぐ顔に出る。

        ――そういう素直なところが、すごく好き。

        亜由美はほほえんだまま、ふたたび窓の外へと視線を移した。

        　

        　

        プライベート・ビーチに隣接する別荘に着いたのは昼過ぎだった。途中、サービスエリアで昼食を取ったのでお腹は空いていない。

        「休憩してから泳ぐ？　まひるちゃん、運転で疲れたでしょ」

        「私は平気ですよ。亜由美さんがよければ、さっそく泳ぎましょう！」

        まひるははしゃいだようすで、テラスから海を眺めている。泳ぎたくてたまらないというような、うきうきとした雰囲気だ。

        「そうね、じゃあ……水着に着替えなくちゃね。まひるちゃん、着替えさせてあげる」

        「あ、ありがとうございます。……私も、亜由美さんを着替えさせていいですか？」

        亜由美はコクリとうなずいて、まひるの白いブラウスのボタンを外して肩から落とした。

        まひるが身に着けている下着は、一緒に行ったランジェリーショップで買った色違いの物だ。出掛けるときはお揃いにしよう、とふたりで決めた。

        まひるの腕が背にまわってきて、くるみボタンを外した。カットソーの裾をつかまれ、勢いよく一気に頭から抜けさせられる。まひると色違いの下着がさらけ出る。

        胸を寄せ合って互いのブラジャーのホックを弾く。

        むき出しになった乳房とその先端を擦り合わせたくなったけれど、いまはがまんする。

        「私が先にまひるちゃんの水着を着せるわ」

        「ん……わかりました」

        まひるは物欲しそうな目で亜由美の乳房を見ていた。

        その視線に気がつかないふりをして、亜由美はまひるのＧパンとショーツを下へずらして彼女を丸裸にする。

        まひるの体を見まわして、心のなかで感嘆のため息をついた。

        手のひらにすっぽりとおさまる形のよい乳房。くびれた腰と、思いのほか肉付きのよい尻。それから、すらりと伸びた長い美脚。

        彼女のなにもかもが好きだし、美しいと思う。

        そうしていつまでもまひるの体を見ていたからか、

        「あの、亜由美さん？」

        頬を赤くしてまひるが呼びかけてきた。

        「ごめんなさい。水着を着なくちゃね」

        亜由美は人差し指で頬をかき、バッグのなかからまひるの水着を取り出した。

        胸もとと腰にフリルがついた、太陽色の水着だ。

        せっかく明るみに出た乳房や下半身の秘所を覆い隠してしまうのがもったいないと思った。背の高い岩場に囲まれたプライベート・ビーチだから裸で泳いでもよいのだが、まひるの水着姿を見たい気持ちもある。

        亜由美は心を無にして手早くまひるに水着を着せた。

        「じゃあ次は亜由美さんですね」

        裸のときはモジモジとしていたまひるだが、水着を着たとたん口の端を上げて、意気揚々と亜由美のスカートのファスナーを下ろした。なかのショーツと一緒に床へ落とされて裸になる。

        「ええと、亜由美さんの水着は……」

        まひるはボストンバッグのなかを漁って白いホルターネックの水着を見つけ出す。

        「亜由美さんにはやっぱり、白ですよね」

        うん、うんと大きくうなずきながらまひるは亜由美の乳房を白い水着で包んだ。乳房が持ち上げられ、谷間が強調される。

        「隠しちゃうのはもったいない気もするけど……すごくよくお似合いです」

        まひるが、自分が考えていたのとまったく同じことを言うので、亜由美はつい「ふふふっ」と笑い声を上げた。まひるは不思議そうに首を傾げたが、本音は言わなかった。

        　

        　

        海へ出る。夏真っ盛りと言わんばかりの鮮烈な青空が広がっていた。

        踏みしめた砂浜は熱く、太陽はギラギラと輝いている。

        まひるの体に浮き輪を通して海のなかで押すと、彼女はとても喜んだ。まひるもまた同じことをしてくれた。

        一昔前の青春映画のようにバシャバシャと水をかけあった。

        へとへとに疲れるまで泳いだあとは、別荘へ戻りバルコニーのビーチチェアに並んで寝転がって海を眺めた。

        「また、来年も……ここに来ようね？」

        沈む夕陽を眺めながら亜由美は言った。

        「はいっ、ぜひ！」

        満面の笑みでふたつ返事をするまひるの顔を見て亜由美はホッと胸を撫で下ろす。

        （イヤな顔されなくて、よかった）

        いつも、少し不安になる。

        いつか、彼女が離れていってしまうのではないかと。

        亜由美は目を細め、沈みゆく太陽を眺める。

        「私……亜由美さんのすべてに憧れています」

        突然、なにを言いだすのだろうと驚いて彼女のほうを向く。まひるは照れたようすで、容姿や性格を褒めてくれた。

        「亜由美さんは完璧なんです」

        口もとを穏やかにほころばせるまひるの横顔を見つめる。

        亜由美は大きく口を開く。しかし言葉は発せずに、しばらく黙り込んだ。

        「……完璧だなんて……そんなこと、ないわ」

        まひるがゆっくりとこちらを向く。目を丸くして首を傾げている。

        「私、とても臆病で……ずるいの。『また来年もここに来ようね』って言ったのはね……ずっと先の約束をして、まひるちゃんを縛りつけようとしてるの……！」

        正直に告白する。

        言ってしまった直後は心が軽くなったけれど、そのすぐあとに「どう思われただろう」と不安に駆られた。

        「嬉しいです。縛られたいです」

        思わぬ返答に、亜由美は「えぇっ？」と頓狂な声を上げる。

        「え、ええと……まひるちゃんは、縛られるほうが……好きなの？」

        「好き、です。亜由美さんになら」

        真剣な表情でそう言うまひると見つめ合う。

        先に「ふふっ」と笑ってしまったのは亜由美だ。

        深呼吸をしてから、

        「じゃあ、さっそく縛っちゃおうかしら」

        亜由美はビーチチェアから身を起こす。

        「へっ!?」

        「まひるちゃんは、そのまま寝ていて？」

        まひるの上に馬乗りになり、彼女の水着の紐を解く。まひるの上半身を裸にしたあと、両手を頭上でまとめ、その手首にオレンジ色の水着を巻きつけて拘束した。

        物理的にまひるを縛り上げたあとで、彼女の顔や胸をしげしげと眺める。

        （ああ、私……心も体も、縛るのが好きなのかも）

        自分のなかにサディスティックな感情があることを、いままで知らなかった。

        亜由美は下半身がたぎるのを感じながら、まひるの小さな屹立を指先でツン、ツンッとつつく。

        両手の自由がきかないまひるは恥ずかしそうに身をくねらせて頬を朱色に染め、「んぅ」とうなった。

        手首の拘束はさほど強くない。その気になればまひるは巻きついている水着を取り払って手を動かすことができるだろう。

        ところがまひるは少しも抗わない。亜由美に乳首をつつかれても、されるがまま悶え、高い声で喘ぐ。

        「はん、んっ……ぁんんっ……！」

        まひるの息遣いが荒くなってきた。呼応するように亜由美の胸も大きく上下する。よがるまひるを見て興奮している。

        「はぁ、たまらない、っ……」

        本音を漏らし、亜由美は自身のホルターネックの水着の蝶結びを解いて胸をさらけ出した。

        「んぁ、亜由美、さん……っ」

        白いビーチチェアの両端に手をつき、まひるの乳房に自分のそれを重ねる。

        ふたりの乳房がフニッとぶつかった。

        「あぁっ、ん……！」

        「んんぅっ……！」

        両肩を前後に揺らして乳首同士を擦り合わせる。硬いつぼみが触れ合うと、そこから快感を共有しているような心地になった。

        乳頭は、いきり立って互いの存在を頑なに弾きながらも、相手の硬さに感じ入ってますますしこる。

        「は、ぁうっ……きもちいぃ……ぁんっ、んっ……亜由美さんの、ちくびっ……！」

        まひるの瞳には涙が溜まっていた。

        「ンンッ……私もっ……きもちぃ、まひるちゃんっ……！」

        つられて、こちらまで涙腺が熱くなってくる。

        亜由美は執拗に乳房を押しつけた。まひるもまた、左右に身じろぎして懸命に胸のいただきをうごめかせる。それがいじらしく思えて、愛しくてたまらなくなった。

        まひるの両脚が、先ほどからモジモジとじれったそうに動いている。亜由美はそのことをチラリと見て確認したあと、左肘をビーチチェアについて体を支え、右手でまひるの裸体を撫でながら脚の付け根を目指す。

        オレンジ色の水着の、陰毛を覆っているあたりまでくると、片手を広げて水着の両端をつまんだ。意図的に生地を細くして、引っ張り上げる。

        「ふゎあああっ！」

        線状に細くなった水着の生地が陰核や膣口を鋭く刺激する。亜由美はつまんだ水着をリズミカルに上へ引っ張って、まひるの秘所をいたぶった。

        「あぁああ、亜由美さ……ぁあっ、んんっ！」

        まひるの絶叫を聞くと、ゾクゾクとした快感が足先から頭のてっぺんまで込み上がってくる。全身が悦んでいる。

        「可愛い、まひるちゃん……ッ」

        まひるの唇を塞ぎ、細くなっている水着のなかに指をくぐり込ませて陰部をまさぐる。

        よく濡れているから、急に指を突っ込んでも痛みは感じないだろう。

        隘路の、行けるところまで指を入れて媚壁を押しまわしたあと、入り口のそばまで戻って指を折り曲げる。

        「ぁっ!?　あっ、だめです、亜由美さんっ……そこ、あぁ、ああぁっ！」

        まひるはぶんぶんと首を横に振った。

        しかし亜由美は指を休めない。まひるは本当に嫌がっているわけではない。ここでやめたら、それこそ嫌がらせだ。

        「大丈夫だから……ね？　まひるちゃん」

        まひるの顔がいっそうなまめかしくゆがむ。沈む太陽のオレンジ色に照らされたまひるの乱れた表情に――もうこれ以上はないと思っていたのに――情欲をそそられる。

        「ふぅっ、うぅう、あ、あぁああぁぁあっ――……!!」

        ひときわ大きな声を出して、まひるは眉根を寄せた。同時に、彼女の陰部から半透明の液体がぷしゅうっと勢いよく吹き出し、亜由美の脚をべっとりと濡らした。

        まひるは「はぁ、はぁ、はぁ」と息を荒くして呆然としている。

        「ふふっ……いっぱい出たわね」

        彼女の淫液を浴びた亜由美は満足げにそう言って、まひるの手首の拘束を解いた。

        亜由美とは相反して、まひるはどこか不満げに「んもぅ」とつぶやく。潮を吹くのははじめてではないのだが、何度経験しても恥ずかしいらしい。

        「亜由美さんの乳首って、どうしてこんなにイイんでしょうか」

        まひるの両手が胸に伸びてきて、親指と中指が乳頭をつまんだ。

        「んんっ……？」

        「乳首、まだ硬いですね」

        うっとりとしたようすで言って、まひるは指先を素早く動かして、薄桃色の尖りをあらゆる方向へと踊らせる。

        「んゃっ、あぁん……」

        亜由美はビーチチェアに両手をついているので、下から乳首をいじってくるまひるには抵抗できなかった。

        もとより、そのつもりもない。まひるに体をいじってもらいたくてたまらない。

        まひるの両手が水着のパンツの端にかかり、膝のあたりまでずらされる。

        開け広げになった秘部から愛液がにじみ出て、太ももへと滴り落ちていく。

        「亜由美さんっ……、私の顔の前におっぱいを持ってきてください」

        まひるに哀願された亜由美はすぐにその通りにした。勢い余って彼女の顔に胸がぶつかってしまう。

        「あ、っ……ごめんなさい」

        「ンン」

        まひるは嬉しそうに首を左右に振って亜由美の乳房にすりすりと頬ずりをした。それから、口を開けて赤い舌をのぞかせる。

        熱い舌が乳頭を舐め上げると、先ほどまでのゾクゾクとしたものとは異なる、全身が甘く粟立つような快感が湧き起こった。

        「ひあぁっ……！」

        舌先でほんの少し舐められただけだというのに、そんな声が出てしまったのが恥ずかしかったけれど、抑えられない。腹の底から立ち上ってくる快楽が、羞恥心をないがしろにするのだ。

        まひるは舌先をチロチロと小刻みに動かして亜由美の乳首を舐め、もう片方は指でこねた。あらわになっている女陰には右手の甲をあてがい、陰毛とその下にある核を撫でまわす。

        「あぁあ、あっ……ゃんっ、はぅんっ……！」

        ビーチチェアの上で四つん這いになっていた亜由美は両脚をプルプルと震わせた。白いビーチチェアがふたりぶんの重さで軋む。

        まひるは右の手のひらを返し、ぽってりとふくらんでいる豆粒をつまんだ。下方向へキュッ、キュッと引っ張る。

        「はんっ、あぁんっ、あぁあっ……あ、んっ」

        快楽の波が、ビーチのさざ波に混じって何度も押し寄せた。果てまで押し上げられそうになるものの、あと一歩のところで遠のく。まひるがわざとそうしているのか、たまたまなのかはわからない。

        まひるはまだ、愛撫を終わらせる気はなさそうだった。

        亜由美の湿りきった細道を指で突き上げ、なかの蜜をかき出すように激しく前後させる。

        亜由美はぐちゅ、ぐちゅうっという卑猥の水音を聞きながら「ひぁあぁっ、あんぅっ！」と大きな嬌声を上げた。

        まひるの指が体内で折り曲がる。

        （まひるちゃんたら……私がしたのと同じこと、するつもりね）

        心のなかでつぶやき、亜由美は唇を噛み締める。

        仕返しをされるのが嫌なわけではない。むしろ大歓迎で、心の奥底ではきっとそれを望んでいた。まひるはこちらの意図をよく汲んでくれる。聡い女性だと思う。

        身の内に沈んだまひるの指が、一定のリズムで膣壁を擦る。

        愛しさとあいまって快感がふくれ上がっていく。

        「亜由美さんっ……愛しています。ずっと……この先も、ずっと！」

        切羽詰まったような彼女の声が、涙を誘う。

        私も愛している、と返したい。けれど、涙がもうすぐそこまできているのと、まひるの指が容赦なく体内を擦り立てるせいで言葉を発することができない。

        「……あぁぁあ、あぁ――ッ!!」

        下半身に、これでもかと溜まっていた熱が一気に爆ぜた。

        体のなかから飛び出た液体がまひるの全身に散り落ちる。ビクビクと痙攣していたせいで、彼女の体にばらまいてしまった。

        「あ……」

        困り顔になった亜由美の頬を、まひるはそっと両手で覆った。

        彼女は嬉しそうにほほえんでいた。言葉はなくとも、「気にしないで」と言われているようだった。

        亜由美はほほえみ返したあとで、力尽きてまひるに体を重ねる。するとすぐに、背に腕をまわされた。それだけで嬉しくなる。

        汗ばんだ肌を海風が撫でる。いつの間にか太陽はすっかり沈んで、あたりは薄暗くなっていた。

        「愛してる、まひるちゃん。ずっと……おばあちゃんになっても、一緒にいたい」

        「もちろんです」

        亜由美は喜びに目を細め、そのままゆっくりと瞳を閉ざした。

        　

        　

        　

        おわり

        

        　

        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

        

        　

        ロマンス文庫

        　

        書名　　　　　私の好きな人　彼女は美貌の先輩教諭

        著者　　　　　水無月はな

        表紙イラスト　羊毛兎

        発行日　　　　二〇一九年一月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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